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人
間
は
何
事
に
も
慣
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
か
の
文
豪
を

は
じ
め
多
く
の
先
達
が
語
っ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
け
れ
ど
、
日

本
記
者
ク
ラ
ブ
に
来
て
５
年
半
、
普
通
の
通
勤
時
間
の
出
退

勤
に
は
い
ま
だ
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
の
殺
伐
と

し
た
空
気
に
、
み
な
さ
ん
は
何
年
も
、
何
十
年
も
、
ど
う
折

り
合
い
を
つ
け
て
こ
ら
れ
た
の
か
。
戦
後
８0
年
を
へ
て
気
持

ち
よ
く
出
退
勤
す
る
こ
と
す
ら
か
な
わ
な
い
社
会
が
続
い
て

い
る
こ
と
に
、
暗
然
と
し
た
気
持
ち
に
な
る
。

　
当
ク
ラ
ブ
の
業
務
で
言
え
ば
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
記
者
会
見
に
も
、
今
一
つ
慣
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
可
能
性
を
大
い
に
広
げ
て
く
れ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
記
者
が
ど
こ
に
い
て
も
会
見
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
空
間
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
一

体
感
の
乏
し
さ
は
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
。
さ
っ
き
上
げ

た
通
勤
電
車
の
殺
伐
も
、
同
じ
空
間
に
い
る
と
い
う
一
体
感

が
生
ま
れ
に
く
い
環
境
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
こ
数
年
、
す
っ
か
り
慣
れ
た
の
が
、
驚
く
こ
と
だ
。
驚

く
こ
と
に
慣
れ
る
と
い
う
の
は
表
現
矛
盾
に
近
い
け
ど
、
か

の
超
大
国
を
中
心
に
次
か
ら
次
へ
と
起
き
る
出
来
事
に
驚
き

な
が
ら
、
そ
の
出
来
事
の
背
景
を
探
る
シ
リ
ー
ズ
記
者
会
見

の
片
隅
に
い
て
、
慣
れ
を
覚
え
る
自
分
が
い
る
。

　
慣
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
コ
ロ
ナ
以
降
、
ク
ラ

ブ
財
政
は
よ
く
て
縮
小
均
衡
、
２
０
２
６
年
度
は
赤
字
予
算

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
上
期
の
決
算
が
ま
と
ま
っ
た
。

半
期
と
は
い
え
、
各
社
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
中
心
と
し
た
個
人

Ｄ
会
員
が
増
え
た
。
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
で
、
か
す
か

な
光
明
を
引
き
寄
せ
た
い
。�

（
専
務
理
事
　
江
木
慎
吾
）�

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

慣
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と

一握の砂を
火星圏からの試料持ち帰りを目指す火星衛星探査機「MMX」を搭載し、
打ち上げられたH３ロケット10号機＝10月20日、鹿児島県南種子町の種子
島宇宙センター� 撮影：野田　武（毎日新聞社写真映像報道部�西部）
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今 月のクラブゲスト

＊�下記のゲストの会見リポートは4～７ページに掲載して
います

今月のゲストの皆さん

ゲスト全員の会見リポートは右のQR
コードを開きウェブサイトで読めま
す。出席欄の「会」は会場、「オ」はオ
ンラインの参加人数です。

木
きの

下
した

 真
しん

吾
ご

さん NTT執行役員研究企画部門長

■9・28／出席：会20人、オ40人／「光のイノベーション」　
IOWN時代を支える光電融合とAI・量子コンピューター／司
会：滝順一委員

熊
くま

谷
がい

 俊
とし

人
ひと

さん 千葉県知事

■9・29／出席：会21人、オ42人／「なぜ今、特別市なのか？」
③／司会：小林伸年委員

玉
たま

木
き

 雄
ゆう

一
いち

郎
ろう

さん 国民民主党代表

■９・30／出席：会44人、オ38人／司会：岩田夏弥委員

森
もり

本
もと

 あんりさん 国際基督教大学名誉教授

■10・13／出席：会29人、オ57人／「2026米中間選挙」①／
司会：五十嵐文委員

G
ジェラルド

erald. L. C
カーティス

urtisさん コロンビア大学名誉教授

■10・14／出席：会45人、オ70人／「国際政治の大変革期の
中での日米関係の行方」／司会：藤井彰夫委員長

J
ジブリール

ibril Mahmoud Muhammad R
ラジューブ

ajoubさん 
ファタハ中央委員会事務局長

■10・19／出席：会17人、オ29人／司会：出川展恒委員／
通訳：大野理恵さん

曽
そ

我
が

部
べ

 真
まさ

裕
ひろ

さん 京都大学大学院教授

■10・20／出席：会21人、オ63人／「子どもへのSNS規制
を考える」／司会：滝順一委員

辻
つじ

 琢
たく

也
や

さん  一橋大学名誉教授

　「特別市制度を作ることは、基礎自
治体の中に県業務を取り込むことで
住民と身近に接する自治体を強化し、
自治体として受益と負担の見える化
を推進することになる」「大都市の中
でスマートな行政体制を作ってその
効果を上げていく。それを先に整備し
ておくのが特別市創設の意義になる」

■9・17／出席：会15人、オ30人／「なぜ今、特別市なのか？」
②／司会：小林伸年委員

錦
にしき

田
だ

 愛
あい

子
こ

さん 慶應義塾大学教授

　「イスラエル側はハマスの武装解除
とガザの非武装化を、パレスチナ側は
イスラエル軍の撤退を求めている。こ
の二つはおそらく結構先の目標にな
る。むしろその手前の段階で、復興を
進めるとか、そのために検問所をもっと
開いて復興資材を入れるとか、現実的
な問題を先にクリアする必要がある」

■10・２／出席：会21人、オ36人／「ハマス・イスラエル衝突」
⑪／司会：出川展恒委員

江
え

﨑
ざき

 智
ち

絵
え

さん 防衛大学校教授

　総選挙直前の情勢を解説。「ネタニヤ
フ首相の戦略は、経済的に豊かではな
い中東出身のユダヤ人からなる支持基
盤を維持しつつ、パレスチナ問題の脱争
点化をはかること」「劣勢のネタニヤフ氏
だが、仮にアイゼンコット氏の中道政党
『ヤシャル』が勝っても、組閣のための多
数派工作が難航し再選挙の可能性も」

■10・22／出席：会21人、オ46人／「イスラエル総選挙と中
東情勢の今後」／司会：出川展恒委員

近
こん

藤
どう

 重
しげ

人
と

さん 日本エネルギー経済研究所 
中東研究センター 主任研究員

　イエメンの反政府勢力フーシ派と、
正統政府を支援するサウジアラビア
との対立を解説。「サウジアラビアは
経済に悪影響を及ぼしかねない軍事
衝突の再開には否定的」「フーシ派は
優勢と考える限りは交戦・要求を拡
大する。停戦に応じた時はほとんどの
場合、相手が力を見せつけた時だ」

■10・23／出席：会16人、オ35人／「緊迫するイエメン情勢
とサウジアラビア」／司会：出川展恒委員

G
グレン

len S. F
フクシマ

ukushimaさん スタンフォード大学
客員研究員      

　「トランプ政権は色んな形で選挙に
影響を与えようとしており、司法が公平
公正な中間選挙の実施を保証できるか
が試される」「大統領の権限は大きいが、
民主党が過半数の議会になれば、大統
領の行動範囲を拘束できるようになる」
「日本のリーダーは伝統的に共和党を好
むが、両政党を重視した方がいい」

■10・26／出席：会31人、オ77人／「2026米中間選挙」②／
司会：五十嵐文委員
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クラブ月 報

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
同
特
別
賞
の
推

薦
方
法
が
２
０
２
７
年
度
か
ら
一
部
変
更

に
な
る
。
個
人
会
員
の
推
薦
の
負
担
を
軽

く
す
る
の
が
狙
い
だ
。

　
推
薦
者
は
推
薦
の
た
め
の
資
料
を
21

部
、
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
、
個
人
が
推

薦
す
る
に
は
負
担
が
大
き
か
っ
た
。
こ
の

負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、
候
補
者
が
会
社

に
所
属
す
る
場
合
、
推
薦
者
が
候
補
者
の

情
報
と
推
薦
理
由
の
み
を
事
務
局
に
届
け

る
方
式
を
新
た
に
導
入
す
る
。
事
務
局
は

候
補
者
と
相
談
の
上
、
所
属
会
社
に
連
絡

す
る
。
推
薦
す
る
か
ど
う
か
の
最
終
的
な

判
断
は
所
属
会
社
に
委
ね
る
。

　
候
補
者
が
会
社
に
所
属
し
な
い
個
人
の

会
員
、
も
し
く
は
非
会
員
で
あ
る
場
合
に

は
、こ
の
方
式
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
推
薦
情
報
を
受
け
た
会
社
が
必
ず

候
補
者
を
推
薦
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
た

だ
、
会
社
に
と
っ
て
も
社
員
が
推
薦
さ
れ

た
と
い
う
判
断
材
料
を
手
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
会
社
の
垣
根
を
超
え
て

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
同
特
別
賞
に
ふ
さ

わ
し
い
受
賞
者
を
選
ぶ
手
助
け
に
な
る
可

能
性
は
あ
る
。
詳
し
く
は「
２
０
２
７
年

度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
同
特
別
賞
候
補

者
推
薦
の
お
願
い
」の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
26
年
度
上
期
の
事
業
状
況
が
ま
と
ま
っ

た
。
26
の
記
者
会
見
、
45
の
研
究
会（「
著

者
と
語
る
」を
含
む
、
テ
ー
マ
を
設
け
た

記
者
会
見
）、
記
者
ゼ
ミ
10
回
と
記
者
研

修
会
の
、
合
わ
せ
て
82
の
プ
レ
ス
向
け
行

事
を
主
催
し
た
。
記
者
会
見
の
平
均
参
加

者
は
84
・
７
人
と
前
年
同
期
に
比
べ
て
約

３
割
増
え
た
。
８
月
26
日
に
あ
っ
た
赤
根

智
子
・
国
際
刑
事
裁
判
所（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）所

長
の
会
見
に
３
４
１
人
が
参
加
、
ほ
か
に

も
参
加
者
が
１
０
０
人
を
超
え
る
記
者
会

見
・
研
究
会
が
17
件
あ
っ
た
。
と
も
に
上

期
に
９
回
を
数
え
た
シ
リ
ー
ズ「
イ
ス
ラ

エ
ル
・
米
の
対
イ
ラ
ン
攻
撃
：
背
景
と
影

響
」「
高
市
現
象
と
日
本
の
政
治
」は
、
前

者
が
平
均
１
０
４
人
、
後
者
が
平
均
90
人

と
関
心
が
高
か
っ
た
。

　
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務

総
長
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
マ
リ
ア
ー
ノ
・
グ

ロ
ッ
シ
国
際
原
子
力
機
関（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）

事
務
局
長
、
タ
イ
の
シ
ー
ハ
サ
ッ
ク
・
プ

ア
ン
ゲ
ー
ト
ゲ
ー
オ
副
首
相
兼
外
相
、
カ

ナ
ダ
の
デ
ー
ビ
ッ
ド
・
マ
ク
ギ
ン
テ
ィ
国

防
相
と
、
国
際
機
関
の
ト
ッ
プ
や
海
外
の

閣
僚
の
会
見
が
続
い
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
方
面
で
の
活
躍
が
目

立
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
26
の
記
者
会
見
に

登
壇
し
た
女
性
は
13
人
に
の
ぼ
っ
た
。
一

方
、
研
究
会
で
の
登
壇
は
５
人
に
と
ど
ま

っ
た
。

　
記
者
研
修
会
は
災
害
報
道
を
テ
ー
マ
に

５
講
座
を
実
施
、
２
日
間
に
１
５
４
人
が

参
加
し
た
。

　
半
期
の
会
員
動
向
に
目
を
転
じ
る
と
、

各
社
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
中
心
の
個
人
Ｄ
会

員
が
６
人
増
加
し
た
。
25
年
度
か
ら
、
新

規
入
会
者
に
は
１
年
間
、
会
費
を
半
額
に

す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
続
け
て
い
る
。
法

人
会
員
社
は
１
１
９
社
と
な
っ
て
い
る
。

上
期
決
算
は
３
１
８
万
円
黒
字

 

上
期
決
算
は
３
１
８
万
円
の
黒
字
と
な

っ
た
。
収
益
の
柱
と
な
る
受
取
会
費
は
前

年
同
期
よ
り
約
57
万
円
減
少
、
事
業
収
益

も
約
32
万
円
減
っ
た
が
、
特
定
資
産
運
用

益
が
前
年
に
比
べ
約
96
万
円
増
加
し
た
。

一
方
、
費
用
は
前
年
同
期
よ
り
約
５
３
６

万
円
減
少
し
た
。
職
員
の
新
規
採
用
が
実

現
し
て
い
な
い
こ
と
が
費
用
減
少
の
主
な

要
因
に
な
る
。

　
26
年
度
は
約
１
５
５
０
万
円
の
赤
字
予

算
を
組
ん
で
い
る
。
不
確
定
要
素
が
多
い

も
の
の
、
こ
の
ま
ま
推
移
し
た
場
合
の
年

度
の
決
算
見
通
し
で
は
、
赤
字
を
大
幅
に

圧
縮
で
き
る
見
通
し
だ
。 

（
江
木
）

ク
ラ
ブ
賞
推
薦
方
法
に
変
更

上
期
は
会
見
参
加
者
が
増
加
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■9・29／出席：会21人、オ42人／「なぜ今、特別市なのか？」
③／司会：小林伸年委員

玉
たま

木
き

 雄
ゆう

一
いち

郎
ろう

さん 国民民主党代表

■９・30／出席：会44人、オ38人／司会：岩田夏弥委員

森
もり

本
もと

 あんりさん 国際基督教大学名誉教授

■10・13／出席：会29人、オ57人／「2026米中間選挙」①／
司会：五十嵐文委員

G
ジェラルド

erald. L. C
カーティス

urtisさん コロンビア大学名誉教授

■10・14／出席：会45人、オ70人／「国際政治の大変革期の
中での日米関係の行方」／司会：藤井彰夫委員長

J
ジブリール

ibril Mahmoud Muhammad R
ラジューブ

ajoubさん 
ファタハ中央委員会事務局長

■10・19／出席：会17人、オ29人／司会：出川展恒委員／
通訳：大野理恵さん

曽
そ

我
が

部
べ

 真
まさ

裕
ひろ

さん 京都大学大学院教授

■10・20／出席：会21人、オ63人／「子どもへのSNS規制
を考える」／司会：滝順一委員

辻
つじ

 琢
たく

也
や

さん  一橋大学名誉教授

　「特別市制度を作ることは、基礎自
治体の中に県業務を取り込むことで
住民と身近に接する自治体を強化し、
自治体として受益と負担の見える化
を推進することになる」「大都市の中
でスマートな行政体制を作ってその
効果を上げていく。それを先に整備し
ておくのが特別市創設の意義になる」

■9・17／出席：会15人、オ30人／「なぜ今、特別市なのか？」
②／司会：小林伸年委員

錦
にしき

田
だ

 愛
あい

子
こ

さん 慶應義塾大学教授

　「イスラエル側はハマスの武装解除
とガザの非武装化を、パレスチナ側は
イスラエル軍の撤退を求めている。こ
の二つはおそらく結構先の目標にな
る。むしろその手前の段階で、復興を
進めるとか、そのために検問所をもっと
開いて復興資材を入れるとか、現実的
な問題を先にクリアする必要がある」

■10・２／出席：会21人、オ36人／「ハマス・イスラエル衝突」
⑪／司会：出川展恒委員

江
え

﨑
ざき

 智
ち

絵
え

さん 防衛大学校教授

　総選挙直前の情勢を解説。「ネタニヤ
フ首相の戦略は、経済的に豊かではな
い中東出身のユダヤ人からなる支持基
盤を維持しつつ、パレスチナ問題の脱争
点化をはかること」「劣勢のネタニヤフ氏
だが、仮にアイゼンコット氏の中道政党
『ヤシャル』が勝っても、組閣のための多
数派工作が難航し再選挙の可能性も」

■10・22／出席：会21人、オ46人／「イスラエル総選挙と中
東情勢の今後」／司会：出川展恒委員

近
こん

藤
どう

 重
しげ

人
と

さん 日本エネルギー経済研究所 
中東研究センター 主任研究員

　イエメンの反政府勢力フーシ派と、
正統政府を支援するサウジアラビア
との対立を解説。「サウジアラビアは
経済に悪影響を及ぼしかねない軍事
衝突の再開には否定的」「フーシ派は
優勢と考える限りは交戦・要求を拡
大する。停戦に応じた時はほとんどの
場合、相手が力を見せつけた時だ」

■10・23／出席：会16人、オ35人／「緊迫するイエメン情勢
とサウジアラビア」／司会：出川展恒委員

G
グレン

len S. F
フクシマ

ukushimaさん スタンフォード大学
客員研究員      

　「トランプ政権は色んな形で選挙に
影響を与えようとしており、司法が公平
公正な中間選挙の実施を保証できるか
が試される」「大統領の権限は大きいが、
民主党が過半数の議会になれば、大統
領の行動範囲を拘束できるようになる」
「日本のリーダーは伝統的に共和党を好
むが、両政党を重視した方がいい」

■10・26／出席：会31人、オ77人／「2026米中間選挙」②／
司会：五十嵐文委員

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37198/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37203/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37226/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37235/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37178/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37246/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37240/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37211/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37229/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37243/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37251/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37230/report
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日本記者クラブチャンネルで会見動画を見ることができます� 会見リポー ト

ン
タ
ー
間
の
接
続
な
ど
に
活
用
範
囲
を
広

げ
て
い
る
。

　
一
方
、
現
在
の
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
の
よ
う
な
技

術
は「
古
典
情
報
処
理
」と
位
置
付
け
ら

れ
る
。
今
後
10
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、

こ
れ
ま
で
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う

な
効
率
化
や
高
速
化
が
求
め
ら
れ
る
時
代

が
到
来
。
そ
こ
で
次
の
段
階
と
し
て
見
据

え
る
の
が「
量
子
情
報
処
理
」だ
。
計
算

性
能
を
爆
発
的
に
向
上
さ
せ
る
量
子
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
研
究
開
発
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
分
野
で
も
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
軸
に
据
え
る
の
は「
光
技
術
」

と
な
る
。「
光
」方
式
の
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
は
、「
超
伝
導
」や「
中
性
原
子
」な
ど

他
の
方
式
と
比
較
し
、
常
温
・
常
圧
で
動

作
可
能
な
の
が
メ
リ
ッ
ト
。
こ
れ
ま
で
蓄

積
し
て
き
た
光
技
術
を
用
い
て
低
投
資
で

開
発
で
き
る
た
め
、
実
用
化
も
近
づ
い
て

い
る
。
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
で「
光
に
よ
る
伝
送
」、

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で「
光
に
よ
る
計

算
」が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、「
す
べ
て

光
を
使
っ
た
低
消
費
電
力
」が
実
現
す
る
。

　
Ａ
Ｉ
基
盤
を
め
ぐ
る
国
際
競
争
は
こ
れ

か
ら
激
化
す
る
が
、
光
技
術
は
日
本
が
強

い
分
野
。
今
後
巻
き
返
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
と
は
い
え
、
現
状
は
特
許
や
論
文
数

な
ど
に
優
位
性
が
あ
り
、
世
界
を
リ
ー
ド

し
て
い
る
産
業
だ
と
言
え
る
。

時
事
通
信
社
経
済
部
　
平
野
　
壮
生

号
の
代
わ
り
に

光
信
号
で
デ
ー

タ
伝
送
を
行
う

技
術
で
、
通
信

時
の
消
費
電
力

を
大
幅
に
削
減

で
き
る
。
低
遅

延
で
通
信
で
き

る
の
も
特
長

で
、
デ
ー
タ
セ

　
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）の
開
発
競
争
が
進

み
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
Ａ
Ｉ
を
支

え
る
基
盤
の
重
要
性
も
増
し
て
い
る
。
Ｎ

Ｔ
Ｔ
は
次
世
代
光
通
信
技
術「
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

（
ア
イ
オ
ン
）」に
注
力
し
て
お
り
、
木
下

真
吾
研
究
企
画
部
門
長
は
光
技
術
の
利
点

や
、「
光
電
融
合
」に
力
点
を
置
く
背
景

な
ど
を
説
明
し
た
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
の
普
及
で
消
費
電
力
は
桁
違

い
に
増
大
。
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
消
費
電

力
は
グ
ー
グ
ル
検
索
の
10
倍
と
も
言
わ

れ
、
消
費
電
力
の
効
率
化
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
は
、
電
気
信

介
。
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
再

整
備
や
市
立
幕
張
海
浜
病
院
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
も
、
県
有
地
の
提
供
な
ど
で
千

葉
市
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
県
と
市
に
よ
る「
二
人
三
脚
」は
、
８

月
13
日
の
千
葉
豪
雨
を
巡
る
対
応
で
も
見

ら
れ
た
。
こ
の
未
曽
有
の
災
害
で
は
千
葉

市
を
中
心
に
県
内
で
３
０
０
０
台
以
上
の

水
没
車
両
が
道
路
を
ふ
さ
ぐ
な
ど
し
た

が
、
県
の
音
頭
で
国
、
県
、
千
葉
市
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し
、
速

や
か
な
撤
去
に
つ
な
げ
た
。

　
熊
谷
氏
は「
政
令
市
制
度
は
完
璧
で
は

な
い
」と
認
め
た
う
え
で
、「
制
度
を
改

善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
デ
メ
リ
ッ
ト
や
課

題
も
生
じ
る
」と
指
摘
。
具
体
的
に
は
、

政
令
市
が
独
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
率

調
整
機
能
が
一
定
程
度
そ
が
れ
る
こ
と
を

挙
げ
た
。

　「
政
令
市
制
度
に
課
題
が
あ
る
と
思
い

込
ま
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」と
疑

問
を
投
げ
か
け
る
熊
谷
氏
が
重
視
す
る
の

が
、「
ボ
ス
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」だ
。
道
府
県
と
政
令
市
の
間
で
は
、

双
方
の
職
員
が
都
合
の
良
い
情
報
だ
け
を

そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ッ
プ
に
伝
え
る
傾
向
が
あ

る
と
の
認
識
を
示
し
、
首
長
同
士
の
風
通

し
の
良
さ
こ
そ
肝
要
だ
と
強
調
し
た
。

読
売
新
聞
社
千
葉
支
局
　
淵
上
　
隆
悠

　
政
令
市
が
道

府
県
か
ら
行
政

権
限
と
財
源
を

得
て
独
立
す
る

「
特
別
自
治
市

（
特
別
市
）」制

度
は
、
導
入
を

目
指
す
政
令
市

の
市
長
会
と
反

対
す
る
全
国
知

事
会
の
議
論
が
深
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
う

し
た
状
況
に
つ
い
て
、
千
葉
市
長
を
３
期

務
め
て
か
ら
知
事
に
就
任
し
た
熊
谷
氏

は
、「
制
度
で
し
か
解
決
で
き
な
い
の
か
、

人
と
人
と
の
感
情
や
連
携
を
し
っ
か
り
と

意
識
す
れ
ば
乗
り
越
え
ら
れ
る
の
か
、
整

理
し
た
方
が
効
率
的
だ
」と
訴
え
た
。

　
熊
谷
氏
は
千
葉
市
長
時
代
、
県
と
市
で

協
調
し
て
全
体
最
適
化
を
進
め
る
べ
き
だ

と
主
張
し
た
が
、「
思
っ
て
い
る
こ
と
の

９
割
以
上
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
」と
振

り
返
る
。
そ
の
苦
い
経
験
を
も
と
に
、
自

身
が
知
事
と
な
っ
て
か
ら
は
県
の
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
会
議
に
千
葉
市
長
を
参
加
さ
せ

た
こ
と
や
、
千
葉
市
の
消
防
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
共
同
運
行
を
始
め
た
こ
と
を
紹

「
光
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」Ｉ
Ｏ
Ｗ
Ｎ

時
代
を
支
え
る
光
電
融
合
と
Ａ
Ｉ
・

量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

木
下
　
真
吾
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
執
行
役
員
研
究
企
画
部
門
長

９月28日

Ａ
Ｉ
・
量
子
時
代
に
「
光
技
術
」

「
な
ぜ
今
、
特
別
市
な
の
か
？
」③

熊
谷
　
俊
人
　
千
葉
県
知
事

９月29日

「
ボ
ス
同
士
の
対
話
」
が
重
要
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た
。
２
０
２
７
年
の
統
一
地
方
選
で
地
方

議
員
を
現
在
の
３
４
０
人
か
ら
７
０
０
人

超
に
増
や
す
こ
と
を
掲
げ
た
。

　
課
題
と
な
る
の
が
、
個
人
商
店
的
な
体

制
か
ら
の
脱
却
だ
。
国
民
民
主
党
が
伸
張

し
た
要
因
の
ひ
と
つ
が
、
登
録
者
が
50
万

を
超
え
る
自
身
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
会
見
で
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
訪
問
で
の
見
聞
や
消
費
税
の
減

税
を
め
ぐ
る
課
題
な
ど
に
も
触
れ
た
が
、

「
た
ま
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
」で
は
よ
り
詳
細

に
取
り
上
げ
て
お
り
、
国
民
へ
の
伝
搬
力

で
い
え
ば
オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
よ

り
も
は
る
か
に
効
果
的
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
語
り
口
の
魅
力
に
依
存
す
れ
ば

党
の
存
在
感
は
薄
れ
て
い
く
。
玉
木
・
榛

葉
の「
二
枚
看
板
」に
陥
り
が
ち
な
現
状

に
つ
い
て「
代
表
と
幹
事
長
だ
か
ら
」「
専

門
性
の
あ
る
議
員
も
増
え
て
い
る
」と
力

説
し
、
政
党
支
持
率
の
伸
び
悩
み
も「
選

挙
が
近
づ
か
な
い
と
上
が
ら
な
い
」と
解

説
し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
説
明
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。

　
面
白
か
っ
た
の
は「
あ
え
て
是
々
非
々

と
い
う
言
葉
は
使
わ
な
い
」と
い
う
こ
だ

わ
り
だ
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の「
対
決

よ
り
解
決
」「
政
策
本
位
」と
同
じ
で
は
な

い
の
か
。
理
由
は「
か
つ
て
の
維
新
が
使

っ
て
い
た
か
ら
」。
い
ま
の
政
局
に
お
け

る
位
置
取
り
が
う
か
が
え
る
。

日
本
経
済
新
聞
社
出
身
　
大
石
　
格

有
権
者
の
理
解

を
得
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
も
指

摘
し
、「
選
挙

の
た
め
」と
い

う
打
算
で
は
な

く
、「
信
頼
さ

れ
る
政
党
」と

し
て
成
長
し
て

い
く
と
訴
え

　
国
民
民
主
党
の
代
表
と
し
て
３
期
目
の

任
期
に
入
る
節
目
で
の
登
壇
で
あ
り
、
今

後
の
党
の
方
向
性
を
幅
広
く
話
し
た
。

　
冒
頭
に
改
め
て
強
調
し
た
の
が
、
２
０

２
０
年
に
結
党
し
た
際
の
原
点
で
あ
る
。

旧
民
主
党
勢
力
が
大
同
団
結
し
て
野
党
の

塊
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
動
き
の
な
か
で
、

「
外
交
・
安
全
保
障
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
基
本
政
策
で
一
緒
に
な
れ
な
い
」と
し

て
独
自
路
線
を
歩
ん
だ
。
小
政
党
の
悲
哀

を
味
わ
っ
た
の
ち
、
衆
参
合
わ
せ
た
議
員

数
で
最
大
野
党
と
い
う
現
在
地
に
た
ど
り

着
い
た
道
の
り
を
振
り
返
り
、「
現
実
的
な

野
党
」と
い
う
あ
り
方
に
自
信
を
示
し
た
。

　
自
身
が
一
翼
を
担
っ
た
民
主
党
や
希
望

の
党
、
さ
ら
に
先
の
衆
院
選
で
立
憲
民
主

党
と
公
明
党
が
組
ん
だ
中
道
改
革
連
合
が

て
、
米
国
が
信
教
の
自
由
に
よ
っ
て
築
い

て
き
た「
自
己
批
判
の
伝
統
」が
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
と
指
摘
し
た
。
リ
ン
カ
ー
ン

大
統
領
は
南
北
戦
争
の
勝
者
と
敗
者
双
方

に「
神
の
裁
き
」を
向
け
た
の
に
対
し
、

現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は

リ
ベ
ラ
ル
、
移
民
、
性
的
少
数
者
を
問
題

の
要
因
と
み
て
い
る
と
分
析
し
た
。

　
森
本
氏
は
、
米
国
の
政
教
分
離
は「
例

外
的
な
歴
史
的
実
験
」だ
っ
た
と
位
置
づ

け
た
。
キ
リ
ス
ト
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の

影
響
力
が
強
ま
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
行
っ

て
い
る
の
は
、「
例
外
主
義
こ
そ
が
諸
悪

の
根
源
で
あ
り
、『
米
国
第
一
』が
す
べ

て
を
解
決
す
る
」こ
と
だ
と
い
う
。

　
そ
れ
は
米
国
が「
例
外
主
義
の
国
か
ら

普
通
の
国
」に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
と
解
釈
で
き
る
と
い
う
。「
米
国
は
例

外
的
で
あ
る
こ
と
に
疲
れ
て
し
ま
っ
た
の

だ
ろ
う
か
」と
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

　
中
間
選
挙
、
次
の
大
統
領
選
挙
の
結
果

に
か
か
わ
ら
ず
、「
リ
ベ
ラ
ル
な
米
国
が

戻
っ
て
く
る
こ
と
は
し
ば
ら
く
な
い
」と

予
測
し
た
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
自
身
が
守
ら

れ
る
べ
き
究
極
的
な
価
値
で
あ
る
よ
う
に

誤
解
さ
れ
て「
空
虚
な
空
間
」が
生
ま
れ
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
排
外
主
義
が
そ
れ
を

埋
め
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

読
売
新
聞
社
論
説
委
員
　
中
島
　
健
太
郎

　
米
国
の
ト
ラ

ン
プ
政
権
２
期

目
前
半
へ
の
有

権
者
の
評
価
と

な
る
中
間
選
挙

（
11
月
３
日
投

開
票
）を
前
に
、

森
本
氏
は
キ
リ

ス
ト
教
の
観
点

か
ら
今
の
米
国

と
ト
ラ
ン
プ
政
権
を
読
み
解
い
た
。

　
森
本
氏
が
ま
ず
紹
介
し
た
の
は
、
１
９

８
８
年
に
米
国
に
お
け
る
政
教
分
離
を
宗

教
家
ら
が
再
確
認
し
た「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

バ
ー
グ
憲
章
」だ
っ
た
。
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト

奨
学
生
と
し
て
米
国
留
学
を
始
め
る
際
の

研
修
で
関
係
者
と
会
い
、
建
国
か
ら
２
０

０
年
に
わ
た
っ
て
政
教
分
離
に
努
力
し
て

き
た
米
国
の
良
い
部
分
を
学
ん
で
ほ
し
い

と
い
う
気
概
を
感
じ
た
と
い
う
。

　
そ
れ
か
ら
約
40
年
が
た
っ
た
現
在
の
米

国
で
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
」が
隆
盛
を
極
め
て
い
る
。「
米
国
人

で
あ
る
こ
と
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ

と
を
同
一
視
す
る
」と
い
う
特
徴
に
つ
い

玉
木
　
雄
一
郎
　国
民
民
主
党

代
表

９月30日

「
個
人
商
店
」
か
ら
の
脱
却
課
題

「
２
０
２
６
米
中
間
選
挙
」①

森
本
　
あ
ん
り
　

国
際
基
督
教
大
学
名
誉
教
授

10月13日

「
例
外
」
か
ら
「
普
通
」
の
国
へ
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た
。
２
０
２
７
年
の
統
一
地
方
選
で
地
方

議
員
を
現
在
の
３
４
０
人
か
ら
７
０
０
人

超
に
増
や
す
こ
と
を
掲
げ
た
。

　
課
題
と
な
る
の
が
、
個
人
商
店
的
な
体

制
か
ら
の
脱
却
だ
。
国
民
民
主
党
が
伸
張

し
た
要
因
の
ひ
と
つ
が
、
登
録
者
が
50
万

を
超
え
る
自
身
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
会
見
で
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
訪
問
で
の
見
聞
や
消
費
税
の
減

税
を
め
ぐ
る
課
題
な
ど
に
も
触
れ
た
が
、

「
た
ま
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
」で
は
よ
り
詳
細

に
取
り
上
げ
て
お
り
、
国
民
へ
の
伝
搬
力

で
い
え
ば
オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
よ

り
も
は
る
か
に
効
果
的
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
語
り
口
の
魅
力
に
依
存
す
れ
ば

党
の
存
在
感
は
薄
れ
て
い
く
。
玉
木
・
榛

葉
の「
二
枚
看
板
」に
陥
り
が
ち
な
現
状

に
つ
い
て「
代
表
と
幹
事
長
だ
か
ら
」「
専

門
性
の
あ
る
議
員
も
増
え
て
い
る
」と
力

説
し
、
政
党
支
持
率
の
伸
び
悩
み
も「
選

挙
が
近
づ
か
な
い
と
上
が
ら
な
い
」と
解

説
し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
説
明
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。

　
面
白
か
っ
た
の
は「
あ
え
て
是
々
非
々

と
い
う
言
葉
は
使
わ
な
い
」と
い
う
こ
だ

わ
り
だ
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の「
対
決

よ
り
解
決
」「
政
策
本
位
」と
同
じ
で
は
な

い
の
か
。
理
由
は「
か
つ
て
の
維
新
が
使

っ
て
い
た
か
ら
」。
い
ま
の
政
局
に
お
け

る
位
置
取
り
が
う
か
が
え
る
。

日
本
経
済
新
聞
社
出
身
　
大
石
　
格

有
権
者
の
理
解

を
得
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
も
指

摘
し
、「
選
挙

の
た
め
」と
い

う
打
算
で
は
な

く
、「
信
頼
さ

れ
る
政
党
」と

し
て
成
長
し
て

い
く
と
訴
え

　
国
民
民
主
党
の
代
表
と
し
て
３
期
目
の

任
期
に
入
る
節
目
で
の
登
壇
で
あ
り
、
今

後
の
党
の
方
向
性
を
幅
広
く
話
し
た
。

　
冒
頭
に
改
め
て
強
調
し
た
の
が
、
２
０

２
０
年
に
結
党
し
た
際
の
原
点
で
あ
る
。

旧
民
主
党
勢
力
が
大
同
団
結
し
て
野
党
の

塊
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
動
き
の
な
か
で
、

「
外
交
・
安
全
保
障
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
基
本
政
策
で
一
緒
に
な
れ
な
い
」と
し

て
独
自
路
線
を
歩
ん
だ
。
小
政
党
の
悲
哀

を
味
わ
っ
た
の
ち
、
衆
参
合
わ
せ
た
議
員

数
で
最
大
野
党
と
い
う
現
在
地
に
た
ど
り

着
い
た
道
の
り
を
振
り
返
り
、「
現
実
的
な

野
党
」と
い
う
あ
り
方
に
自
信
を
示
し
た
。

　
自
身
が
一
翼
を
担
っ
た
民
主
党
や
希
望

の
党
、
さ
ら
に
先
の
衆
院
選
で
立
憲
民
主

党
と
公
明
党
が
組
ん
だ
中
道
改
革
連
合
が

て
、
米
国
が
信
教
の
自
由
に
よ
っ
て
築
い

て
き
た「
自
己
批
判
の
伝
統
」が
失
わ
れ

て
し
ま
っ
た
と
指
摘
し
た
。
リ
ン
カ
ー
ン

大
統
領
は
南
北
戦
争
の
勝
者
と
敗
者
双
方

に「
神
の
裁
き
」を
向
け
た
の
に
対
し
、

現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は

リ
ベ
ラ
ル
、
移
民
、
性
的
少
数
者
を
問
題

の
要
因
と
み
て
い
る
と
分
析
し
た
。

　
森
本
氏
は
、
米
国
の
政
教
分
離
は「
例

外
的
な
歴
史
的
実
験
」だ
っ
た
と
位
置
づ

け
た
。
キ
リ
ス
ト
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の

影
響
力
が
強
ま
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
行
っ

て
い
る
の
は
、「
例
外
主
義
こ
そ
が
諸
悪

の
根
源
で
あ
り
、『
米
国
第
一
』が
す
べ

て
を
解
決
す
る
」こ
と
だ
と
い
う
。

　
そ
れ
は
米
国
が「
例
外
主
義
の
国
か
ら

普
通
の
国
」に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
と
解
釈
で
き
る
と
い
う
。「
米
国
は
例

外
的
で
あ
る
こ
と
に
疲
れ
て
し
ま
っ
た
の

だ
ろ
う
か
」と
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

　
中
間
選
挙
、
次
の
大
統
領
選
挙
の
結
果

に
か
か
わ
ら
ず
、「
リ
ベ
ラ
ル
な
米
国
が

戻
っ
て
く
る
こ
と
は
し
ば
ら
く
な
い
」と

予
測
し
た
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
自
身
が
守
ら

れ
る
べ
き
究
極
的
な
価
値
で
あ
る
よ
う
に

誤
解
さ
れ
て「
空
虚
な
空
間
」が
生
ま
れ
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
排
外
主
義
が
そ
れ
を

埋
め
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

読
売
新
聞
社
論
説
委
員
　
中
島
　
健
太
郎

　
米
国
の
ト
ラ

ン
プ
政
権
２
期

目
前
半
へ
の
有

権
者
の
評
価
と

な
る
中
間
選
挙

（
11
月
３
日
投

開
票
）を
前
に
、

森
本
氏
は
キ
リ

ス
ト
教
の
観
点

か
ら
今
の
米
国

と
ト
ラ
ン
プ
政
権
を
読
み
解
い
た
。

　
森
本
氏
が
ま
ず
紹
介
し
た
の
は
、
１
９

８
８
年
に
米
国
に
お
け
る
政
教
分
離
を
宗

教
家
ら
が
再
確
認
し
た「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ

バ
ー
グ
憲
章
」だ
っ
た
。
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト

奨
学
生
と
し
て
米
国
留
学
を
始
め
る
際
の

研
修
で
関
係
者
と
会
い
、
建
国
か
ら
２
０

０
年
に
わ
た
っ
て
政
教
分
離
に
努
力
し
て

き
た
米
国
の
良
い
部
分
を
学
ん
で
ほ
し
い

と
い
う
気
概
を
感
じ
た
と
い
う
。

　
そ
れ
か
ら
約
40
年
が
た
っ
た
現
在
の
米

国
で
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
」が
隆
盛
を
極
め
て
い
る
。「
米
国
人

で
あ
る
こ
と
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ

と
を
同
一
視
す
る
」と
い
う
特
徴
に
つ
い

玉
木
　
雄
一
郎
　国
民
民
主
党

代
表

９月30日

「
個
人
商
店
」
か
ら
の
脱
却
課
題

「
２
０
２
６
米
中
間
選
挙
」①

森
本
　
あ
ん
り
　

国
際
基
督
教
大
学
名
誉
教
授

10月13日

「
例
外
」
か
ら
「
普
通
」
の
国
へ
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イ
ス
ラ
エ
ル
総
選
挙
で
新
政
権
発
足
に
期

待
を
寄
せ「
パ
レ
ス
チ
ナ
人
へ
の
一
方
的

な
攻
撃
を
見
直
し
、
現
地
の
現
実
を
認
識

す
る
こ
と
を
望
む
」と
語
っ
た
。

　
仮
に
２
国
家
解
決
に
こ
ぎ
着
け
れ
ば
、

ラ
ジ
ュ
ー
ブ
氏
は
、
国
際
社
会
の
信
頼
で

き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
い
う
能
力
を

示
す
必
要
が
あ
る
と
指
摘
。
そ
の
た
め
に

も
、
エ
ジ
プ
ト
の
仲
介
で「（
イ
ス
ラ
ム

組
織
）ハ
マ
ス
や
そ
の
他
の
集
団
と
対
話

を
始
め
た
」と
語
り
、
ガ
ザ
を
巡
り
焦
点

と
な
っ
て
い
る
ハ
マ
ス
の
武
装
解
除
に
つ

い
て
、
フ
ァ
タ
ハ
が
実
現
に
向
け
積
極
的

に
関
与
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
ハ
マ
ス
を

念
頭
に「
不
法
な
兵
器
や
民
兵
の
存
在
は

許
容
し
な
い
」。
パ
レ
ス
チ
ナ
の
政
府
も

法
制
度
も
一
つ
と
い
う
原
則
の
下
に

「（
ハ
マ
ス
を
含
む
）す
べ
て
の
集
団
が
共

通
の
基
盤
と
し
て
国
家
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
を
希
望
す
る
」と
語
り
、
内
部
分
裂

を
克
服
し
、
挙
国
一
致
を
実
現
す
る
必
要

性
を
強
調
し
た
。

　
昨
年
10
月
の
停
戦
発
効
に
伴
い
、
今
年

１
月
に
ガ
ザ
の
暫
定
統
治
を
監
督
す
る

「
平
和
評
議
会
」が
発
足
。
た
だ
、
ラ
ジ

ュ
ー
ブ
氏
は「
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
代
表
し

て
い
な
い
」
と
説
明
。「
国
際
社
会
は
、

平
和
評
議
会
で
何
も
変
わ
ら
な
い
と
理
解

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
語
気
を
強

め
、
訴
え
た
。

時
事
通
信
社
国
際
報
道
部
　
大
利
　
真
之

長
は
記
者
会
見

で
、
イ
ス
ラ
エ

ル
を
こ
う
批
判

し
た
。
現
状
で

は
共
存
を
目
指

す「
２
国
家
解

決
」の
実
現
は

困
難
と
の
認
識

も
示
し
た
。
近

く
実
施
さ
れ
る

　
２
０
２
３
年
10
月
７
日
の
イ
ス
ラ
エ
ル

と
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
衝
突
開
始
か

ら
３
年
が
経
過
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ

マ
ス
は
昨
年
10
月
、
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
主

導
の
和
平
計
画
に
基
づ
き
停
戦
合
意
に
至

っ
た
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
パ

レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
へ
の
攻
撃
は
続
い

て
い
る
。
ガ
ザ
保
健
当
局
に
よ
る
と
、
衝

突
開
始
以
降
、
死
者
数
は
７
万
４
０
０
０

人
に
上
る
。

　「
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
政
治
的
な
地
図
か

ら
パ
レ
ス
チ
ナ
を
抹
消
す
る
た
め
、（
自

治
区
の
）ガ
ザ
と
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
を
分

断
し
続
け
て
い
る
」。
来
日
し
た
パ
レ
ス

チ
ナ
自
治
政
府
を
主
導
す
る
主
流
派
フ
ァ

タ
ハ
中
央
委
員
会
の
ラ
ジ
ュ
ー
ブ
事
務
局

や
政
治
的
な
混
乱
が
あ
る
こ
と
は
認
め
た

う
え
で「
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
終
わ
れ
ば
米

国
民
の
目
も
覚
め
る
の
で
は
な
い
か
。
あ

と
２
年
の
我
慢
だ
」な
ど
と
語
っ
た
。

　
高
市
早
苗
政
権
へ
の
厳
し
い
注
文
が
相

次
い
だ
の
は
日
本
に
対
す
る
期
待
の
裏
返

し
だ
ろ
う
。
い
ま
の
日
米
関
係
を「
黄
金

時
代
」と
呼
ぶ
こ
と
に
異
を
唱
え
た
。
日

本
の
対
米
投
資
拡
大
な
ど
を
挙
げ
て「
脅

迫
さ
れ
た
結
果
だ
」と
批
判
し
た
。
ト
ラ

ン
プ
氏
と
の
関
係
づ
く
り
に
腐
心
す
る
高

市
首
相
に
つ
い
て
も「
ト
ラ
ン
プ
氏
は
媚

び
ら
れ
る
の
を
評
価
し
な
い
。
媚
び
を
売

っ
て
喜
ば
せ
た
か
ら
日
米
関
係
は
大
丈
夫

だ
と
い
う
認
識
は
間
違
い
。
リ
ス
ペ
ク
ト

さ
れ
な
い
」と
主
張
し
た
。

　
内
閣
支
持
率
の
高
さ
は
評
価
し
つ
つ
、

自
民
党
の
地
方
組
織
は
空
洞
化
し
て
お
り

見
た
目
ほ
ど
強
く
な
い
と
指
摘
。「
高
市

氏
が
支
持
を
失
っ
た
ら
自
民
党
そ
の
も
の

が
危
機
に
な
る
」と
の
見
方
を
示
し
た
。

　
質
疑
応
答
の
な
か
で
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
で
や
っ
と
自
ら
の
後
継
者
が
で
き
た
と

笑
顔
で
語
っ
た
。
会
場
で
も
日
米
関
係
の

安
定
を
支
え
る
人
脈
が
途
絶
え
な
い
こ
と

を
安あ

ん

堵ど

す
る
雰
囲
気
が
漂
っ
た
。
た
だ

「
い
ま
米
国
の
若
い
学
者
で
、日
本
語
を
勉

強
し
て
日
本
研
究
者
に
な
ろ
う
と
い
う
人

は
少
な
い
」と
の
危
機
感
も
示
し
て
い
た
。

　
日
本
経
済
新
聞
社
国
際
報
道
セ
ン
タ
ー

島
田
　
学

　「
米
国
は
問

題
山
積
だ
が
、

こ
れ
か
ら
良
い

方
向
に
変
わ
る

可
能
性
が
大
き

い
」。
冒
頭
で

こ
う
切
り
出
し

た
。
第
２
次
世

界
大
戦
後
の
国

際
秩
序
は
す
で

に
崩
壊
し
た
と
の
認
識
を
示
し
つ
つ
も
、

同
盟
関
係
の
重
要
性
は
不
変
で
あ
り
、
米

国
や
日
米
関
係
の
行
方
に
つ
い
て
も「
楽

観
主
義
者
で
あ
る
べ
き
だ
」と
呼
び
か
け

た
。
い
ま
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
だ
け
を
み
て

判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
長
い
目
で

日
米
関
係
を
み
て
、
通
底
す
る
文
脈
を
冷

静
に
見
極
め
よ
う
と
す
る
知
的
姿
勢
が
印

象
的
だ
っ
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
に
つ
い
て「
２
５

０
年
の
米
国
の
歴
史
で
こ
れ
ほ
ど
ひ
ど
い

大
統
領
は
い
な
い
」と
例
外
的
な
存
在
だ

と
指
摘
。「
次
に
誰
が
大
統
領
に
な
っ
て

も
、
こ
れ
ほ
ど
悪
く
な
い
」と
話
し
て
笑

い
を
誘
っ
た
。
米
国
社
会
に
深
刻
な
分
断

「
国
際
政
治
の
大
変
革
期
の
中
で
の

日
米
関
係
の
行
方
」

ジ
ェ
ラ
ル
ド・カ
ー
テ
ィ
ス
　

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
名
誉
教
授

10月14日

日
米
「
黄
金
時
代
で
は
な
い
」

ジ
ブ
リ
ー
ル・ラ
ジ
ュ
ー
ブ
　

フ
ァ
タ
ハ
中
央
委
員
会
事
務
局
長

10月19日

「
挙
国
一
致
」
の
実
現
は
必
須
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と
に
あ
る
。
義
務
を
負
う
の
は
主
に
携
帯

電
話
事
業
者
だ
。
ネ
ッ
ト
い
じ
め
や
心
身

の
健
康
が
損
な
わ
れ
る
リ
ス
ク
な
ど
に
対

応
で
き
て
お
ら
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
業
者
も
規

律
の
対
象
に
は
事
実
上
含
ま
れ
な
い
。
曽

我
部
さ
ん
に
よ
る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

時
代
に
合
わ
せ
た
対
象
リ
ス
ク
の
拡
大

や
、
事
業
者
の
役
割
の「
リ
バ
ラ
ン
ス
」

が
必
要
だ
と
い
う
。

　
政
府
が
検
討
す
る
法
改
正
で
は
、
レ
コ

メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン（
お
す
す
め
表
示
）や

無
限
ス
ク
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
利
用
者
を
画

面
に
引
き
込
む「
有
害
な
機
能
」が
新
た

に
規
律
の
対
象
に
入
り
そ
う
だ
。
一
方
で

一
定
年
齢
に
満
た
な
い
子
ど
も
の
利
用
を

一
律
に
禁
止
す
る
措
置
に
対
し
、
曽
我
部

さ
ん
は「
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
る
ア
プ
ロ
ー

チ
が
望
ま
し
い
」と
慎
重
な
姿
勢
を
示
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
同
様
の
規
制
が
憲
法

違
反
と
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
に
寄
せ
た
揮き

毫ご
う

で
、

曽
我
部
さ
ん
は「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
社
会
を
」と
記
し
た
。
専
門
と

す
る
日
本
国
憲
法
の
理
念
を
簡
潔
に
表
し

た
も
の
だ
と
い
う
。
翻
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
ど

う
か
。
利
用
時
間
を
延
ば
す
よ
う
な
設
計

の
中
で
、自
分
ら
し
く
使
え
て
い
る
の
か
。

子
ど
も
の
保
護
を
巡
る
議
論
は
、
私
た
ち

大
人
の
向
き
合
い
方
に
も
問
い
を
投
げ
か

け
て
い
る
。

共
同
通
信
社
経
済
部
　
中
尾
　
聡
一
郎

整
備
法
は「
ガ

ラ
ケ
ー
」が
主

流
だ
っ
た
２
０

０
８
年
に
制
定

さ
れ
、
主
眼
は

有
害
な
コ
ン
テ

ン
ツ
を
子
ど
も

に
見
せ
な
い
こ

　
刺
激
の
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ
に
慣
れ
て
、

よ
り
強
い
刺
激
を
求
め
て
し
ま
う
子
ど
も

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
俗
に「
ド
パ
ガ

キ
」と
呼
ぶ
ら
し
い
。
子
を
持
つ
親
と
し

て
は
憂
慮
し
た
く
な
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
誘

惑
に
負
け
て
時
間
を
溶
か
し
て
し
ま
っ
た

経
験
は
誰
に
で
も
あ
る
は
ず
だ
。「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
か
ら
子
ど
も
を
守
る
必
要
が
あ
る
」と

聞
か
さ
れ
れ
ば
、
同
意
す
る
大
人
は
多
い

だ
ろ
う
。

　
た
だ
こ
れ
を
具
体
的
な
法
規
制
に
落
と

し
込
む
た
め
に
は
、
リ
ス
ク
の
実
態
や
サ

ー
ビ
ス
の
仕
組
み
に
対
す
る
理
解
を
前
提

と
し
た
慎
重
な
議
論
が
必
要
に
な
る
。
政

府
の
有
識
者
会
議
を
リ
ー
ド
す
る
曽
我
部

さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
経
緯
と
今

後
の
課
題
を
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

　
現
行
の
青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

「
子
ど
も
へ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
規
制
を
考
え
る
」

曽
我
部
　
真
裕
　
京
都
大
学

大
学
院
教
授

10月20日

事
業
者
役
割「
リ
バ
ラ
ン
ス
」を

Ｉ
Ｔ
編
⑤

新
聞
社
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
と
事
業
化

10
・
10
／
講
師
：
佐
藤
妙
子 

株
式
会
社
新
潟

日
報
生
成
Ａ
Ｉ
研
究
所 

執
行
役
員
・
主
任
研

究
員
／
出
席
：
ウ
ェ
ブ
21
人

■
生
成
Ａ
Ｉ
で
地
域
活
性
化
を

　
新
潟
日
報
社
は
２
０
２
４
年
11
月
に
１

０
０
％
子
会
社
の「
新
潟
日
報
生
成
Ａ
Ｉ

研
究
所
」を
設
立
し
た
。
新
潟
日
報
社
の

持
つ
情
報
と
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、
地
域

課
題
の
解
決
と
地
域
活
性
化
を
目
指
す
。

　
法
人
向
け
の
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス「
新
潟
日

報
生
成
Ａ
Ｉ
」は
２
０
１
０
年
以
降
の
新

潟
日
報
の
記
事
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
広
報

原
稿
の
記
事
作
成
や
地
域
の
動
向
調
査
、

業
界
ト
レ
ン
ド
の
把
握
や
テ
ー
マ
に
関
連

す
る
最
新
記
事
の
共
有
な
ど
に
利
用
で
き

る
。
耕
作
放
棄
地
や
需
要
予
測
と
い
っ
た

農
業
分
野
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
に
向
け
た

研
究
も
進
め
て
い
る
。
地
方
紙
８
社
と
連

携
事
業
も
実
施
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
初
期
導

入
の
支
援
や
、
定
期
的
な
勉
強
会
を
開
催

し
て
い
る
。

　
同
研
究
所
の
設
立
に
携
わ
り
、
社
内
Ｄ

Ｘ
の
推
進
や
外
部
企
業
と
の
連
携
に
よ
る

新
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
佐

藤
妙
子
主
任
研
究
員
は「
地
域
の
皆
さ
ん

が
笑
顔
で
地
域
に
暮
ら
せ
る
、
持
続
可
能

な
新
潟
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
」と
語
っ
た
。�

（
事
務
局
）

土
曜
記
者
ゼ
ミ

調
査
報
道
⑤

陸
自
情
報
収
集
ス
ク
ー
プ
の
舞
台
裏

10
・
17
／
講
師
：
植
木
泰
士 

熊
本
日
日
新
聞

社
社
会
部
・
警
察
司
法
班
キ
ャ
ッ
プ
／
出
席
：

会
場
６
人
、
ウ
ェ
ブ
28
人

■
基
本
動
作
が
権
力
監
視
の
土
台

　
陸
上
自
衛
隊
中
央
情
報
隊
の
対
外
情
報

部
門「
現
地
情
報
隊
」が
、
国
内
の
民
間

人
を
対
象
に「
愛
国
心
」「
対
自
衛
隊
感

情
」と
い
っ
た
思
想
信
条
な
ど
に
関
す
る

41
項
目
を
調
べ
、
報
告
書
と
し
て
保
管
し

て
い
た
。
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
さ
な
が
ら

の
話
だ
が
、
対
外
情
報
を
集
め
る
と
い
う

本
来
の
任
務
か
ら
か
け
離
れ
た
実
態
を
１

年
半
に
わ
た
る
取
材
で
掘
り
起
こ
し
た
。

　
腐
心
し
た
の
が「
裏
取
り
」だ
っ
た
と

い
う
。
情
報
源
と
な
っ
た
人
物
や
そ
の
関

係
者
に
加
え
、
独
自
に
複
数
の
当
事
者
に

も
接
触
し
、
入
手
し
た
情
報
の
真
偽
に
迫

っ
た
。
陥
れ
ら
れ
る
危
険
を
避
け
る
た
め

に
取
材
ル
ー
ト
を
広
げ
た
こ
と
が
、
結
果

と
し
て
多
角
的
な
取
材
に
つ
な
が
り
、
問

題
の
深
刻
さ
を
鮮
明
に
し
た
。

　
取
材
の
端
緒
は
植
木
記
者
の
記
事
の
熱

心
な
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
だ
っ
た

と
知
り
、
読
者
の
存
在
と
声
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
。
話
を

聞
き
、
調
べ
て
書
く
。
基
本
動
作
の
積
み

重
ね
が
真
実
に
近
づ
く
道
で
あ
り
、
権
力

監
視
の
土
台
で
あ
る
と
肝
に
銘
じ
た
い
。

神
戸
新
聞
社
報
道
部
　
門
田
　
晋
一
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と
に
あ
る
。
義
務
を
負
う
の
は
主
に
携
帯

電
話
事
業
者
だ
。
ネ
ッ
ト
い
じ
め
や
心
身

の
健
康
が
損
な
わ
れ
る
リ
ス
ク
な
ど
に
対

応
で
き
て
お
ら
ず
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
業
者
も
規

律
の
対
象
に
は
事
実
上
含
ま
れ
な
い
。
曽

我
部
さ
ん
に
よ
る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

時
代
に
合
わ
せ
た
対
象
リ
ス
ク
の
拡
大

や
、
事
業
者
の
役
割
の「
リ
バ
ラ
ン
ス
」

が
必
要
だ
と
い
う
。

　
政
府
が
検
討
す
る
法
改
正
で
は
、
レ
コ

メ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン（
お
す
す
め
表
示
）や

無
限
ス
ク
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
利
用
者
を
画

面
に
引
き
込
む「
有
害
な
機
能
」が
新
た

に
規
律
の
対
象
に
入
り
そ
う
だ
。
一
方
で

一
定
年
齢
に
満
た
な
い
子
ど
も
の
利
用
を

一
律
に
禁
止
す
る
措
置
に
対
し
、
曽
我
部

さ
ん
は「
バ
ラ
ン
ス
を
求
め
る
ア
プ
ロ
ー

チ
が
望
ま
し
い
」と
慎
重
な
姿
勢
を
示
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
同
様
の
規
制
が
憲
法

違
反
と
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
に
寄
せ
た
揮き

毫ご
う

で
、

曽
我
部
さ
ん
は「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
社
会
を
」と
記
し
た
。
専
門
と

す
る
日
本
国
憲
法
の
理
念
を
簡
潔
に
表
し

た
も
の
だ
と
い
う
。
翻
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
ど

う
か
。
利
用
時
間
を
延
ば
す
よ
う
な
設
計

の
中
で
、自
分
ら
し
く
使
え
て
い
る
の
か
。

子
ど
も
の
保
護
を
巡
る
議
論
は
、
私
た
ち

大
人
の
向
き
合
い
方
に
も
問
い
を
投
げ
か

け
て
い
る
。

共
同
通
信
社
経
済
部
　
中
尾
　
聡
一
郎

整
備
法
は「
ガ

ラ
ケ
ー
」が
主

流
だ
っ
た
２
０

０
８
年
に
制
定

さ
れ
、
主
眼
は

有
害
な
コ
ン
テ

ン
ツ
を
子
ど
も

に
見
せ
な
い
こ

　
刺
激
の
強
い
コ
ン
テ
ン
ツ
に
慣
れ
て
、

よ
り
強
い
刺
激
を
求
め
て
し
ま
う
子
ど
も

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
俗
に「
ド
パ
ガ

キ
」と
呼
ぶ
ら
し
い
。
子
を
持
つ
親
と
し

て
は
憂
慮
し
た
く
な
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
誘

惑
に
負
け
て
時
間
を
溶
か
し
て
し
ま
っ
た

経
験
は
誰
に
で
も
あ
る
は
ず
だ
。「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
か
ら
子
ど
も
を
守
る
必
要
が
あ
る
」と

聞
か
さ
れ
れ
ば
、
同
意
す
る
大
人
は
多
い

だ
ろ
う
。

　
た
だ
こ
れ
を
具
体
的
な
法
規
制
に
落
と

し
込
む
た
め
に
は
、
リ
ス
ク
の
実
態
や
サ

ー
ビ
ス
の
仕
組
み
に
対
す
る
理
解
を
前
提

と
し
た
慎
重
な
議
論
が
必
要
に
な
る
。
政

府
の
有
識
者
会
議
を
リ
ー
ド
す
る
曽
我
部

さ
ん
に
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
経
緯
と
今

後
の
課
題
を
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

　
現
行
の
青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

「
子
ど
も
へ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
規
制
を
考
え
る
」

曽
我
部
　
真
裕
　
京
都
大
学

大
学
院
教
授

10月20日

事
業
者
役
割「
リ
バ
ラ
ン
ス
」を

Ｉ
Ｔ
編
⑤

新
聞
社
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
と
事
業
化

10
・
10
／
講
師
：
佐
藤
妙
子 

株
式
会
社
新
潟

日
報
生
成
Ａ
Ｉ
研
究
所 

執
行
役
員
・
主
任
研

究
員
／
出
席
：
ウ
ェ
ブ
21
人

■
生
成
Ａ
Ｉ
で
地
域
活
性
化
を

　
新
潟
日
報
社
は
２
０
２
４
年
11
月
に
１

０
０
％
子
会
社
の「
新
潟
日
報
生
成
Ａ
Ｉ

研
究
所
」を
設
立
し
た
。
新
潟
日
報
社
の

持
つ
情
報
と
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、
地
域

課
題
の
解
決
と
地
域
活
性
化
を
目
指
す
。

　
法
人
向
け
の
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス「
新
潟
日

報
生
成
Ａ
Ｉ
」は
２
０
１
０
年
以
降
の
新

潟
日
報
の
記
事
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
広
報

原
稿
の
記
事
作
成
や
地
域
の
動
向
調
査
、

業
界
ト
レ
ン
ド
の
把
握
や
テ
ー
マ
に
関
連

す
る
最
新
記
事
の
共
有
な
ど
に
利
用
で
き

る
。
耕
作
放
棄
地
や
需
要
予
測
と
い
っ
た

農
業
分
野
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
に
向
け
た

研
究
も
進
め
て
い
る
。
地
方
紙
８
社
と
連

携
事
業
も
実
施
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
初
期
導

入
の
支
援
や
、
定
期
的
な
勉
強
会
を
開
催

し
て
い
る
。

　
同
研
究
所
の
設
立
に
携
わ
り
、
社
内
Ｄ

Ｘ
の
推
進
や
外
部
企
業
と
の
連
携
に
よ
る

新
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
佐

藤
妙
子
主
任
研
究
員
は「
地
域
の
皆
さ
ん

が
笑
顔
で
地
域
に
暮
ら
せ
る
、
持
続
可
能

な
新
潟
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
」と
語
っ
た
。�

（
事
務
局
）

土
曜
記
者
ゼ
ミ

調
査
報
道
⑤

陸
自
情
報
収
集
ス
ク
ー
プ
の
舞
台
裏

10
・
17
／
講
師
：
植
木
泰
士 

熊
本
日
日
新
聞

社
社
会
部
・
警
察
司
法
班
キ
ャ
ッ
プ
／
出
席
：

会
場
６
人
、
ウ
ェ
ブ
28
人

■
基
本
動
作
が
権
力
監
視
の
土
台

　
陸
上
自
衛
隊
中
央
情
報
隊
の
対
外
情
報

部
門「
現
地
情
報
隊
」が
、
国
内
の
民
間

人
を
対
象
に「
愛
国
心
」「
対
自
衛
隊
感

情
」と
い
っ
た
思
想
信
条
な
ど
に
関
す
る

41
項
目
を
調
べ
、
報
告
書
と
し
て
保
管
し

て
い
た
。
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
さ
な
が
ら

の
話
だ
が
、
対
外
情
報
を
集
め
る
と
い
う

本
来
の
任
務
か
ら
か
け
離
れ
た
実
態
を
１

年
半
に
わ
た
る
取
材
で
掘
り
起
こ
し
た
。

　
腐
心
し
た
の
が「
裏
取
り
」だ
っ
た
と

い
う
。
情
報
源
と
な
っ
た
人
物
や
そ
の
関

係
者
に
加
え
、
独
自
に
複
数
の
当
事
者
に

も
接
触
し
、
入
手
し
た
情
報
の
真
偽
に
迫

っ
た
。
陥
れ
ら
れ
る
危
険
を
避
け
る
た
め

に
取
材
ル
ー
ト
を
広
げ
た
こ
と
が
、
結
果

と
し
て
多
角
的
な
取
材
に
つ
な
が
り
、
問

題
の
深
刻
さ
を
鮮
明
に
し
た
。

　
取
材
の
端
緒
は
植
木
記
者
の
記
事
の
熱

心
な
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
だ
っ
た

と
知
り
、
読
者
の
存
在
と
声
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
。
話
を

聞
き
、
調
べ
て
書
く
。
基
本
動
作
の
積
み

重
ね
が
真
実
に
近
づ
く
道
で
あ
り
、
権
力

監
視
の
土
台
で
あ
る
と
肝
に
銘
じ
た
い
。

神
戸
新
聞
社
報
道
部
　
門
田
　
晋
一
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米
中
首
脳
会
談�

斎
藤

　徳
彦（
朝
日
新
聞
社
中
国
総
局
長
）

米
と「
不
満
抱
え
て
前
進
」

北
京
が
身
に
ま
と
う
作
法

歓
迎
の
五
星
紅
旗
の
一
方
で
、
中
国
で

は
あ
り
得
な
い
反
対
デ
モ
も
、
習シ

ー

近チ
ン

平ピ
ン

国

家
主
席
の
ホ
テ
ル
付
近
で
起
こ
る
。

９
月
24
・
25
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
か

れ
た
、
今
年
２
回
目
と
な
る
習
氏
と
米
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
首
脳
会
談
。そ
の
前
に
、

北
京
で
は
二
つ
の
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
な

見
方
が
並
行
し
て
い
た
。

一
つ
は
、「
具
体
的
な
中
身
は
乏
し
い

だ
ろ
う
」。
春
に
は
、
イ
ラ
ン
問
題
と
台

湾
問
題
を
交
換
材
料
と
す
る
よ
う
な「
ビ

ッ
グ
デ
ィ
ー
ル
」も
さ
さ
や
か
れ
た
が
、

そ
の
観
測
は
し
ぼ
ん
で
い
た
。

そ
の
一
方
で
目
立
っ
た
の
が
、
米
中
関

係
の
現
状
へ
の
中
国
側
の
高
い
評
価
だ
。

５
月
の
北
京
で
の
首
脳
会
談
で
合
意
し
た

「
建
設
的
な
戦
略
的
安
定
関
係
」に
つ
い

て
、「
米
国
が
初
め
て
、
中
国
を
対
等
の

交
渉
相
手
と
認
め
た
」（
清
華
大
研
究
者
）

と
の
受
け
止
め
が
広
が
っ
て
い
る
。

不
確
定
さ
で
世
界
を
振
り
回
す
ト
ラ
ン

プ
氏
を
、
中
国
だ
け
は
安
定
し
た
相
手
と

し
て
対た

い

峙じ

で
き
て
い
る
と
の
高
揚
感
が
、

北
京
に
あ
る
。
共
産
党
関
係
者
は
、
中
身

よ
り
も
新
た
な
関
係
性
を
軌
道
に
乗
せ
る

こ
と
が
主
眼
だ
、
と
口
に
し
て
い
た
。

「
中
国
を
よ
く
知
っ
て
い
る
」

会
談
本
番
で
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
振
る
舞

い
は
、
こ
う
し
た
中
国
側
を
満
足
さ
せ
る

も
の
だ
っ
た
。
軍
基
地
へ
ト
ラ
ン
プ
氏
自

ら
が
出
迎
え
た
の
は
、
中
国
の
慣
習
で
は

考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
厚
遇
だ
。

「
ト
ラ
ン
プ
の
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
は
、

中
国
を
よ
く
知
っ
て
い
る
」

北
京
の
研
究
者
ら
に
共
通
す
る
認
識

だ
。
５
月
の
晩ば

ん

餐さ
ん

会
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏

が
習
氏
の
好
み
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う

に
、米
中
の
交
流
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
。

今
回
の
歓
迎
晩
餐
会
で
も
、
ト
ラ
ン
プ

氏
が
米
中
の
過
去
に
つ
い
て「
第
二
次
大

戦
時
に
は
同
盟
関
係
に
す
ら
な
っ
た
」と

発
言
し
た
。
こ
れ
も
、
習
政
権
が
好
ん
で

取
り
上
げ
る
話
法
だ
。

会
談
２
日
目
、
習
氏
は
、
今
年
残
り
２

回
会
う
機
会
が
あ
る
と
ト
ラ
ン
プ
氏
に
明

言
し
た
。
11
月
の
深
圳
で
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首

脳
会
議
と
、
12
月
の
フ
ロ
リ
ダ
Ｇ
20
首
脳

会
議
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。
習
氏
の
今
回

の
会
談
へ
の
満
足
感
が
に
じ
ん
だ
。

関
税
引
き
下
げ
も
不
信
は
濃
く

も
ち
ろ
ん
、
想
定
さ
れ
て
い
た「
具
体

的
な
成
果
の
乏
し
さ
」は
目
に
付
く
。

会
談
後
に
は
、双
方
が
３
０
０
億
㌦（
約

４
・
８
兆
円
）分
の
品
目
に
か
け
る
関
税

を
引
き
下
げ
る
な
ど
と
公
表
さ
れ
た
。
た

だ
、
品
目
は
米
国
か
ら
の
農
産
物
、
中
国

か
ら
の
小
型
家
電
と
い
っ
た「
非
敏
感
」

分
野
だ
。
中
国
が
レ
ア
ア
ー
ス
、
米
国
は

先
端
半
導
体
を
輸
出
規
制
す
る
切
り
札
は

双
方
が
残
す
。お
互
い
へ
の
不
信
は
濃
い
。

中
国
側
関
係
者
は
会
談
前
に
は
、
電
気

自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）や
電
池
に
関
わ
る
企
業

ト
ッ
プ
を
米
国
に
送
り
込
み
、
米
側
の
規

制
緩
和
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
う
し
た
経
営

者
ら
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
公
の
場
に
姿
を
現

さ
ず
、規
制
の
突
破
口
は
見
え
な
か
っ
た
。

世
界
が
注
目
し
た
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）を

め
ぐ
っ
て
も
、
両
大
国
が
人
類
規
模
の
災

害
を
防
ぐ
た
め
、
開
発
へ「
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
」こ
と
を
含
め
て
腹
を
割
っ
て
話

し
合
う
よ
う
な
世
界
は
な
お
遠
い
。

た
だ
、
首
脳
の
友
好
ム
ー
ド
は
、「
上

を
見
て
動
く
」中
国
で
明
確
に
作
用
し
て

い
る
。
10
月
に
入
り
米
カ
ー
ド
大
手
ビ
ザ

や
米
Ｉ
Ｔ
大
手
ア
ッ
プ
ル
に
、
そ
れ
ぞ
れ

中
国
で
の
規
制
緩
和
に
向
け
た
措
置
が
報

じ
ら
れ
た
。
中
国
は
米
国
と
の
付
き
合
い

で「
不
満
は
あ
っ
て
も
対
話
し
、
前
に
進

む
」作
法
を
身
に
つ
け
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

習
氏
に
向
け
た
ト
ラ
ン
プ
氏
の「
同

盟
」発
言
は
、
日
本
で
は
過
剰
と
も
い
え

る
反
応
を
生
ん
だ
。
日
中
関
係
が
凍
り
つ

く
中
で
米
中
が「
頭
越
し
に
握
る
」こ
と

へ
の
、日
本
の
恐
怖
感
の
表
れ
と
も
映
る
。

残
る
２
回
の
米
中
会
談
へ
、
両
国
は
ま

ず
お
互
い
と
の
交
渉
を
最
優
先
す
る
。
そ

の
中
で
、
高
市
早
苗
首
相
は
ど
う
立
ち
回

っ
て
利
益
を
確
保
す
る
の
か
。
焦
点
は
、

三
者
が
そ
ろ
う
深
圳
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
へ
と
移
る
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

ホワイトハウスで会談に臨むトランプ米大統領（右）と中国の
習近平国家主席（米ワシントン/９月24日/ＡＦＰ時事）

さ
い
と
う
・
と
く
ひ
こ
▼
1
9
9
9
年
入
社
　

鳥
取
支
局
　
神
戸
支
局
　
経
済
部
な
ど
を
経

て
　
北
京
に
２
度
勤
務
　
2
0
2
4
年
春
か
ら

現
職
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継
問
題
が
そ
れ
に
絡
ん
で
く
る
。
筆
名
は

「
檜
　
節
郎
」と
し
て
い
る
。

�「
戦
争
体
験
」の
子
か
ら「
い
ま
」の
子
へ

編
集
：
谷
　
久
光（
朝
日
新
聞
社
出
身
）

２
０
０
人
余
の
戦
争
体
験
記

　
約
10
年
前
に
朝
日
新
聞
の
紙
上
で「
子

ど
も
の
時
の
戦
争
体
験
」の
作
文
を
全
国

的
に
募
集
し
ま
し
た
。
敗
戦
時
に
国
民
学

校（
小
学
校
）の
生
徒
だ
っ
た
方
が
対
象

で
す
。
敗
戦
ま
で
日
本
が
他
国
領
土
を
占

領
し
て
い
た
地
域
も
含
み
ま
す
。

　
全
国
各
地
か
ら
２
０
０
余
人
の
作
品
が

集
ま
り
ま
し
た
。
応
募
さ
れ
た
方
一
人
一

人
に
内
容
の
確
認
を
し
、
そ
の
途
中
コ
ロ

ナ
禍
も
あ
っ
て
、
こ
の
ほ
ど
や
っ
と
電
子

書
籍
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ

ｎ
で
検
索
し
て

お
買
い
上
げ
い

た
だ
け
る
と
幸

い
で
す
。

�『
写
真
に
み
る
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
』

編
者
：
山
田
　
健
太

（
専
修
大
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
教
授
）

写
真
１
０
２
枚
と
年
表
で
構
成

　
日
本
で
も
っ
と
も
古
く
か
ら
の
報
道
写

真
を
収
め
る
毎
日
新
聞
社
の
写
真
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
用
い
、
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

史
を
記
録
し
た
事
典
。
１
６
１
５
年
か
ら

２
０
２
６
年
ま
で
の
４
１
２
年
間
を
、
勃

『
温お

ん

故こ

堂ど
う

譚た
ん

海か
い

』秋
山
　
哲（
毎
日
新
聞
社
元
常
務
）

京
都 

３
人
の
若
者
の
恋
物
語

　
馬
齢
を
重
ね
11
月
で
92
歳
に
な
る
が
、

ア
マ
ゾ
ン
方
式
に
よ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
出

版
で
５
冊
目
の
小
説
を
出
版
し
た
。
京
都

の
時
代
祭
の
先
頭
を
行
く「
山や

ま

国ぐ
に

隊た
い

」を

背
景
に
し
た
恋
愛
物
語
で
あ
る
。
老
舗
菓

子
商
の
跡
取
り
息
子
の
仲
良
し
従
姉
妹

が
、
対
立
す
る
学
生
運
動
の
指
導
者
と
恋

に
落
ち
る
。
彼
女
は
単
な
る
幼
友
達
だ
っ

た
の
か
、
恋
人
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
悩

み
な
が
ら
も
二

人
か
ら
頼
ま
れ

て
仲
を
取
り
持

つ
。
家
業
の
承

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

興
期
、
転
換
期
、
統
制
期
、
構
築
期
、
躍

動
期
、
挟
撃
期
、
忖
度
期
、
分
断
期
の
８

つ
の
時
代
に
分
け
、「
年
表
」と「
写
真
と

解
説
」で
体
系
的
・
視
覚
的
に
構
成
し
た
。

重
要
な
出
来
事
４
３
９
件
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
史
上
の
事
件
・
報
道
、
人
物
な
ど
に

関
す
る
写
真
１
０
２
点
を
収
録
し
、
巻
末

に
は「
分
野
別

索
引
」「
事
項
名

索
引
」を
付
け

た
。

�『
病
院
が
な
く
な
る
』

結
城
　
豊
弘（
読
売
テ
レ
ビ
出
身
）

人
口
最
少
県
の
病
院
の
挑
戦

　
医
師
の
偏
在
化
。赤
字
に
あ
え
ぐ
病
院
。

安
全
で
質
の
高
い
日
本
の
医
療
を
こ
れ
か

ら
も
私
た
ち
は
受
け
続
け
ら
れ
る
の
だ
ろ

う
か
。
全
国
の
国
立
大
学
病
院
が「
７
割

赤
字
」と
い
う
経
営
窮
地
の
中
、
テ
レ
ビ

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
私
が
見
た
の
は
ユ
ニ

ー
ク
な
改
革
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
難
問

に
立
ち
向
か
う
医
師
や
看
護
師
、
ス
タ
ッ

フ
。
病
院
ら
し
か
ら
ぬ
奇
抜
な
発
想
で
赤

字
を
突
破
、
し
か
も
収
支
黒
字
１
位
を
達

成
し
た
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
驚

く
べ
き
姿
だ
っ

た
。
人
口
最
少

県
で
困
難
に
挑

ん
だ
挑
戦
の
記

録
。

パブファンセルフ
2,200円

ほんの木
2,500円

日外アソシエーツ
16,500円

ビジネス社
1,980円

サ
イ
バ
ー
記
者
ゼ
ミ

改
正
個
人
情
報
保
護
法
の
ポ
イ
ン
ト

９
・
28
／
講
師
：
森
亮
二 

弁
護
士（
英
知
法
律

事
務
所
）／
出
席
：
会
場
28
人
、
ウ
ェ
ブ
34
人

■
今
後
の
取
材
に
つ
な
が
る
視
点

　
企
業
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
や
情
報
漏
洩

が
相
次
ぐ
中
、
英
知
法
律
事
務
所
の
森
亮

二
弁
護
士
に
よ
る「
改
正
個
人
情
報
保
護

法
の
ポ
イ
ン
ト
」の
講
演
は
、
期
せ
ず
し

て
タ
イ
ム
リ
ー
な
も
の
と
な
っ
た
。
大
量

の
情
報
を
抱
え
る
企
業
の
責
任
を
考
え
る

機
会
に
も
な
っ
た
。

　「
入
り
口
は
広
が
っ
た
け
ど
、
出
口
は

あ
ま
り
閉
ま
ら
な
か
っ
た
」。
森
氏
の
そ

の
言
葉
が
耳
に
残
る
。
個
人
情
報
を
使
う

自
由
が
広
が
る
一
方
、
企
業
の
責
任
を
問

う
仕
組
み
は
追
い
つ
い
て
い
る
か
。
森
氏

は
新
た
な
課
徴
金
制
度
を「
入
っ
て
本
当

に
よ
か
っ
た
」と
歓
迎
し
つ
つ
、
そ
の
対

象
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
課
題
と

指
摘
。
漏
洩
を
防
ぐ
た
め
の
安
全
管
理
措

置
の
義
務
違
反
は
対
象
外
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
制
度
の
限
界
も
改
め
て
わ
か
っ
た
。

　
サ
イ
バ
ー
担
当
と
し
て
、
情
報
漏
洩
の

被
害
の
実
態
な
ど
を
追
う
だ
け
で
な
く
、

企
業
が
管
理
責
任
を
果
た
し
て
い
た
の

か
、
そ
の
責
任
を
問
う
制
度
は
十
分
に
機

能
し
て
い
る
の
か
。
法
律
の
観
点
か
ら
、

今
後
の
取
材
に
つ
な
が
る
視
点
を
得
た
。

朝
日
新
聞
社
社
会
部
　
真
田
　
嶺

■
サ
イ
バ
ー
記
者
ゼ
ミ

　ぜ
ひ
参
加
を

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
２
７
０
社
以
上
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
企
業
が
加
盟
す
る
日
本
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
協
会（
Ｊ
Ｎ

Ｓ
Ａ
）の
協
力
を
得
て
、
現
役
記
者
向
け

勉
強
会「
サ
イ
バ
ー
記
者
ゼ
ミ
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
開
催
案
内
は
Ｉ
Ｔ
、
調
査
報
道
の
記
者

ゼ
ミ
に
事
前
に
登
録
し
た
方
に
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
記
者
ゼ
ミ

担
当
の
河
野
ま
で
。

（satoshikono0477@
gm
ail.com

）
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米
中
首
脳
会
談�

斎
藤

　徳
彦（
朝
日
新
聞
社
中
国
総
局
長
）

米
と「
不
満
抱
え
て
前
進
」

北
京
が
身
に
ま
と
う
作
法

歓
迎
の
五
星
紅
旗
の
一
方
で
、
中
国
で

は
あ
り
得
な
い
反
対
デ
モ
も
、
習シ

ー

近チ
ン

平ピ
ン

国

家
主
席
の
ホ
テ
ル
付
近
で
起
こ
る
。

９
月
24
・
25
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
か

れ
た
、
今
年
２
回
目
と
な
る
習
氏
と
米
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
首
脳
会
談
。そ
の
前
に
、

北
京
で
は
二
つ
の
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
な

見
方
が
並
行
し
て
い
た
。

一
つ
は
、「
具
体
的
な
中
身
は
乏
し
い

だ
ろ
う
」。
春
に
は
、
イ
ラ
ン
問
題
と
台

湾
問
題
を
交
換
材
料
と
す
る
よ
う
な「
ビ

ッ
グ
デ
ィ
ー
ル
」も
さ
さ
や
か
れ
た
が
、

そ
の
観
測
は
し
ぼ
ん
で
い
た
。

そ
の
一
方
で
目
立
っ
た
の
が
、
米
中
関

係
の
現
状
へ
の
中
国
側
の
高
い
評
価
だ
。

５
月
の
北
京
で
の
首
脳
会
談
で
合
意
し
た

「
建
設
的
な
戦
略
的
安
定
関
係
」に
つ
い

て
、「
米
国
が
初
め
て
、
中
国
を
対
等
の

交
渉
相
手
と
認
め
た
」（
清
華
大
研
究
者
）

と
の
受
け
止
め
が
広
が
っ
て
い
る
。

不
確
定
さ
で
世
界
を
振
り
回
す
ト
ラ
ン

プ
氏
を
、
中
国
だ
け
は
安
定
し
た
相
手
と

し
て
対た

い

峙じ

で
き
て
い
る
と
の
高
揚
感
が
、

北
京
に
あ
る
。
共
産
党
関
係
者
は
、
中
身

よ
り
も
新
た
な
関
係
性
を
軌
道
に
乗
せ
る

こ
と
が
主
眼
だ
、
と
口
に
し
て
い
た
。

「
中
国
を
よ
く
知
っ
て
い
る
」

会
談
本
番
で
の
ト
ラ
ン
プ
氏
の
振
る
舞

い
は
、
こ
う
し
た
中
国
側
を
満
足
さ
せ
る

も
の
だ
っ
た
。
軍
基
地
へ
ト
ラ
ン
プ
氏
自

ら
が
出
迎
え
た
の
は
、
中
国
の
慣
習
で
は

考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
厚
遇
だ
。

「
ト
ラ
ン
プ
の
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
は
、

中
国
を
よ
く
知
っ
て
い
る
」

北
京
の
研
究
者
ら
に
共
通
す
る
認
識

だ
。
５
月
の
晩ば

ん

餐さ
ん

会
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏

が
習
氏
の
好
み
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う

に
、米
中
の
交
流
の
歴
史
を
振
り
返
っ
た
。

今
回
の
歓
迎
晩
餐
会
で
も
、
ト
ラ
ン
プ

氏
が
米
中
の
過
去
に
つ
い
て「
第
二
次
大

戦
時
に
は
同
盟
関
係
に
す
ら
な
っ
た
」と

発
言
し
た
。
こ
れ
も
、
習
政
権
が
好
ん
で

取
り
上
げ
る
話
法
だ
。

会
談
２
日
目
、
習
氏
は
、
今
年
残
り
２

回
会
う
機
会
が
あ
る
と
ト
ラ
ン
プ
氏
に
明

言
し
た
。
11
月
の
深
圳
で
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首

脳
会
議
と
、
12
月
の
フ
ロ
リ
ダ
Ｇ
20
首
脳

会
議
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。
習
氏
の
今
回

の
会
談
へ
の
満
足
感
が
に
じ
ん
だ
。

関
税
引
き
下
げ
も
不
信
は
濃
く

も
ち
ろ
ん
、
想
定
さ
れ
て
い
た「
具
体

的
な
成
果
の
乏
し
さ
」は
目
に
付
く
。

会
談
後
に
は
、双
方
が
３
０
０
億
㌦（
約

４
・
８
兆
円
）分
の
品
目
に
か
け
る
関
税

を
引
き
下
げ
る
な
ど
と
公
表
さ
れ
た
。
た

だ
、
品
目
は
米
国
か
ら
の
農
産
物
、
中
国

か
ら
の
小
型
家
電
と
い
っ
た「
非
敏
感
」

分
野
だ
。
中
国
が
レ
ア
ア
ー
ス
、
米
国
は

先
端
半
導
体
を
輸
出
規
制
す
る
切
り
札
は

双
方
が
残
す
。お
互
い
へ
の
不
信
は
濃
い
。

中
国
側
関
係
者
は
会
談
前
に
は
、
電
気

自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）や
電
池
に
関
わ
る
企
業

ト
ッ
プ
を
米
国
に
送
り
込
み
、
米
側
の
規

制
緩
和
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
う
し
た
経
営

者
ら
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
公
の
場
に
姿
を
現

さ
ず
、規
制
の
突
破
口
は
見
え
な
か
っ
た
。

世
界
が
注
目
し
た
人
工
知
能（
Ａ
Ｉ
）を

め
ぐ
っ
て
も
、
両
大
国
が
人
類
規
模
の
災

害
を
防
ぐ
た
め
、
開
発
へ「
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
る
」こ
と
を
含
め
て
腹
を
割
っ
て
話

し
合
う
よ
う
な
世
界
は
な
お
遠
い
。

た
だ
、
首
脳
の
友
好
ム
ー
ド
は
、「
上

を
見
て
動
く
」中
国
で
明
確
に
作
用
し
て

い
る
。
10
月
に
入
り
米
カ
ー
ド
大
手
ビ
ザ

や
米
Ｉ
Ｔ
大
手
ア
ッ
プ
ル
に
、
そ
れ
ぞ
れ

中
国
で
の
規
制
緩
和
に
向
け
た
措
置
が
報

じ
ら
れ
た
。
中
国
は
米
国
と
の
付
き
合
い

で「
不
満
は
あ
っ
て
も
対
話
し
、
前
に
進

む
」作
法
を
身
に
つ
け
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

習
氏
に
向
け
た
ト
ラ
ン
プ
氏
の「
同

盟
」発
言
は
、
日
本
で
は
過
剰
と
も
い
え

る
反
応
を
生
ん
だ
。
日
中
関
係
が
凍
り
つ

く
中
で
米
中
が「
頭
越
し
に
握
る
」こ
と

へ
の
、日
本
の
恐
怖
感
の
表
れ
と
も
映
る
。

残
る
２
回
の
米
中
会
談
へ
、
両
国
は
ま

ず
お
互
い
と
の
交
渉
を
最
優
先
す
る
。
そ

の
中
で
、
高
市
早
苗
首
相
は
ど
う
立
ち
回

っ
て
利
益
を
確
保
す
る
の
か
。
焦
点
は
、

三
者
が
そ
ろ
う
深
圳
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
へ
と
移
る
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

ホワイトハウスで会談に臨むトランプ米大統領（右）と中国の
習近平国家主席（米ワシントン/９月24日/ＡＦＰ時事）

さ
い
と
う
・
と
く
ひ
こ
▼
1
9
9
9
年
入
社
　

鳥
取
支
局
　
神
戸
支
局
　
経
済
部
な
ど
を
経

て
　
北
京
に
２
度
勤
務
　
2
0
2
4
年
春
か
ら

現
職
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愛
知
・
名
古
屋
ア
ジ
ア
大
会�

寺
西

　雅
広（
中
日
新
聞
社
社
会
部
デ
ス
ク
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
ト
ラ
ブ
ル
可
視
化

地
道
な
取
材
で
事
実
確
認

「
良
い
ニ
ュ
ー
ス
は
広
ま
ら
な
い
も
の

だ
」。
愛
知
・
名
古
屋
ア
ジ
ア
大
会
の
開

幕
前
、
ア
ジ
ア
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
評
議
会

（
Ｏ
Ｃ
Ａ
）の
幹
部
は
そ
う
う
そ
ぶ
い
て
い

た
と
い
う
。
確
か
に
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
の
方

が
関
心
は
集
め
や
す
い
。
だ
が
、
こ
こ
ま

で
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
が
広
ま
る
と
は
幹
部
も

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

国
内
32
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
大

会
。
選
手
の
躍
動
と
ア
ジ
ア
の
融
和
を
伝

え
る
は
ず
の
祭
典
は
、
開
幕
前
か
ら
運
営

ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
報
道
が
目
立
っ
た
。

施
設
の
水
漏
れ
や
選
手
の
輸
送
ミ
ス
か

ら
、
果
て
は
国
歌
の
取
り
違
え
ま
で
。
大

会
を
主
催
す
る
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
幹
部
の
コ
メ
ン

ト
は
、
そ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
の
も
の

だ
。「

史
上
最
悪
」と
海
外
で
報
道

大
会
中
、
何
人
か
の
元
選
手
ら
に
聞
い

た
と
こ
ろ
、
過
去
の
国
際
大
会
で
も
運
営

ト
ラ
ブ
ル
は
珍
し
く
な
か
っ
た
と
口
を
そ

ろ
え
た
。
今
大
会
が
過
去
と
違
っ
た
点
の

一
つ
は
、
選
手
ら
に
よ
る
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）で
の
発
信
の
多
さ
だ
ろ
う
。

配
車
の
遅
延
な
ど
、
以
前
な
ら
一
般
に

は
伝
わ
ら
ず
選
手
同
士
の
愚
痴
で
終
わ
っ

て
い
た
よ
う
な
困
り
事
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

見
過
ご
し
て
い
い
わ
け
で
は
な
く
、
国
歌

取
り
違
え
の
よ
う
に
重
大
な
ミ
ス
は
原
因

と
と
も
に
早
急
に
報
道
す
る
必
要
が
あ

る
。
一
方
、
扇
情
的
な
流
れ
に
乗
り
、
真

偽
を
確
か
め
ず
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
を
報
じ
る

わ
け
に
い
か
な
い
の
は
当
然
だ
。「
海
外

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
」と
海
外
の
報
道
を

引
用
し
た
記
事
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
報
道

自
体
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
情
報
源
と
し
て
お
り
、

信
頼
性
が
高
い
と
は
言
い
難
い
。

ト
ラ
ブ
ル
報
道
が
加
熱
す
る
中
、
地
元

紙
と
し
て
注
力
し
た
の
は
や
は
り
地
道
な

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
。
記
者
は
連
日
、
現

場
を
知
る
関
係
者
を
探
し
、
海
外
選
手
に

も
当
た
っ
た
。
や
が
て
見
え
て
き
た
の
は

「
ト
ラ
ブ
ル
は
事
実
だ
が
様
相
は
違
う
」

と
い
う
実
態
。「
宿
泊
先
に
入
れ
な
い
」

と
投
稿
し
た
選
手
団
は
登
録
さ
れ
て
い
な

い
選
手
が
い
た
た
め
手
続
き
に
時
間
が
か

か
っ
た
。「
バ
ス
が
来
な
い
」な
ど
の
輸

送
ミ
ス
は
、
選
手
が
時
間
通
り
に
所
定
の

場
所
に
来
な
い
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
た
。

明
白
な
運
営
側
の
ミ
ス
も
あ
っ
た
が
、

多
く
は
何
ら
か
の
事
情
や
複
合
的
な
背
景

が
あ
っ
た
。
取
材
で
つ
か
ん
だ
そ
う
し
た

状
況
は
都
度
、
報
じ
た
も
の
の
、
一
方
で

組
織
委
か
ら
は
な
か
な
か
説
明
が
出
て
こ

な
い
。
問
い
合
わ
せ
は
メ
ー
ル
が
主
で
、

返
信
が
数
日
遅
れ
と
な
る
こ
と
も
。
公
式

見
解
が
出
る
こ
ろ
に
は
世
論
は
固
ま
っ
て

お
り
、
後
手
に
回
っ
た
組
織
委
の
説
明
は

「
言
い
訳
」と
と
ら
れ
た
面
が
あ
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
大
会
運
営
の
難
し
さ

は
以
前
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
。
運
営
に

慣
れ
た
大
手
広
告
代
理
店
の
不
在
も
不
安

要
因
だ
っ
た
が
、
経
費
削
減
で
選
手
村
の

建
設
を
見
送
っ
た
こ
と
が
業
務
の
複
雑
さ

に
拍
車
を
か
け
た
。
選
手
滞
在
先
が
ホ
テ

ル
な
ど
約
40
カ
所
に
分
散
し
た
結
果
、
バ

ス
の
配
車
ル
ー
ト
は
６
０
０
以
上
。
ミ
ス

が
起
き
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。

コ
ス
ト
減
の
効
果
検
証
は
必
須

選
手
村
の
建
設
回
避
で
浮
い
た
経
費
は

約
６
０
０
億
円
と
い
う
。
だ
が
、
物
価
高

も
あ
り
、
パ
ラ
大
会
も
含
め
た
経
費
は
当

初
計
画
の
３
倍
超
と
な
る
３
７
０
０
億
円

に
膨
ら
ん
だ
。
選
手
村
の
見
送
り
は
既
存

施
設
を
利
用
す
る
新
た
な
運
営
モ
デ
ル
を

示
し
た
一
方
、
確
保
す
べ
き
人
員
や
バ
ス

は
増
加
し
た
。
本
当
に
コ
ス
ト
減
に
つ
な

が
っ
た
か
ど
う
か
の
検
証
は
必
須
だ
。

巨
額
経
費
の
影
響
で
、
名
古
屋
市
の
広

沢
一
郎
市
長
は
市
民
税
減
税
の
拡
大
と
い

う
看
板
公
約
を
２
０
２
６
年
度
は
見
送
っ

た
。
大
会
の
余
波
は
続
く
。
読
者
に
と
っ

て
良
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
実
態
を
踏
ま
え
た
冷
静
な

報
道
を
続
け
た
い
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

て
ら
に
し
・
ま
さ
ひ
ろ
▼
1
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中
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部
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2
0
2
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年
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か
ら
現
職

ア
ジ
ア
大
会
の
開
会
式
で
火
が
と
も
さ
れ
た
聖
火
台（
９
月
19
日
／
名
古
屋
市
瑞

穂
区
の
パ
ロ
マ
瑞
穂
ス
タ
ジ
ア
ム
／
中
日
新
聞
社
提
供
）

信
さ
れ
る
こ
と
で
可
視
化

さ
れ
た
。
そ
う
し
た
事
例

を
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
拾

い
、「
史
上
最
悪
」
な
ど

刺
激
的
な
文
言
と
と
も
に

報
道
。
一
気
に「
大
会
組

織
委
た
た
き
」の
よ
う
な

空
気
が
広
ま
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
可
視
化
さ

れ
な
け
れ
ば
ト
ラ
ブ
ル
を
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硤
合
憲
三
さ
ん
に
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞�

新
井

　重
徳（
日
本
経
済
新
聞
社
編
集

　サ

イ
エ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
デ
ス
ク
）

事
前
取
材
も
予
定
稿
な
く

生
命
の
謎
に
迫
る
貢
献
評
価

「
硤そ

合あ
い

さ
ん
だ
。
東
京
理
科
大
学
の
硤

合
憲
三
さ
ん
だ
」。
10
月
７
日
午
後
６
時

45
分
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
が
発
表
さ
れ
る

や
い
な
や
編
集
フ
ロ
ア
は
一
気
に
騒
が
し

く
な
っ
た
。「
電
子
版
で
速
報
だ
」「
紙
面

を
差
し
替
え
ろ
」。
ド
ラ
マ
や
映
画
で
描

か
れ
る
新
聞
社
ら
し
い
言
葉
が
目
の
前
で

飛
び
交
っ
た
。

「
光
学
異
性
体
」は
有
力
視

ノ
ー
ベ
ル
賞
ウ
イ
ー
ク
で
あ
る
10
月
第

１
週
の
月
曜
日
か
ら
水
曜
日
、
サ
イ
エ
ン

ス
グ
ル
ー
プ
の
記
者
と
デ
ス
ク
は
編
集
フ

ロ
ア
の
中
心
に
あ
る
テ
ー
ブ
ル
に
陣
取

る
。
そ
こ
で
授
賞
記
事
を
執
筆
す
る
光
景

は
例
年
の
風
物
詩
だ
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
は
科
学
報
道
に
携
わ
る
記

者
や
デ
ス
ク
に
と
っ
て
、
１
年
に
１
度
の

試
験
だ
と
思
っ
て
い
る
。
結
果
は
新
聞
記

事
と
し
て
後
世
ま
で
残
る
。
そ
れ
だ
け
に

事
前
の
備
え
は
で
き
る
限
り
し
た
上
で
臨

ん
で
い
る
。

そ
の
一
つ
が
有
力
候
補
者
の
業
績
を
ま

と
め
た
予
定
稿
の
準
備
だ
。
歴
代
の
担
当

デ
ス
ク
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
を
含
め
、

自
然
科
学
系
の
３
賞
合
わ
せ
て
数
十
人
分

あ
る
。
近
年
は
海
外
の
研
究
者
に
つ
い
て

も
充
実
さ
せ
て
い
る
。

今
年
の
生
理
学
・
医
学
賞
と
物
理
学
賞

も
予
定
稿
が
あ
っ
た
。
発
表
後
の
編
集
作

業
は
滞
り
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
終
わ
っ
た
。

そ
う
し
て
迎
え
た
３
日
目
、
化
学
賞
の

硤
合
さ
ん
は
予
定
稿
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
１
面
ト
ッ
プ
と
号
外
、
電
子
版
の
原

稿
は
早
く
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
今

回
の
キ
ー
ワ
ー
ド「
光
学
異
性
体
」は
、

事
前
取
材
か
ら
有
力
テ
ー
マ
の
一
つ
と
み

て
い
た
か
ら
だ
。

９
月
上
旬
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
報
道
を
統
括

す
る
キ
ャ
ッ
プ
か
ら
光
学
異
性
体
の
関
係

で
硤
合
氏
を
取
材
す
る
と
い
う
報
告
を
受

け
て
い
た
。
た
だ
、
あ
ま
た
あ
る
報
告
の

一
つ
。
後
に
パ
ソ
コ
ン
を
見
て
や
り
と
り

を
思
い
出
し
た
ほ
ど
だ
。

キ
ャ
ッ
プ
自
身
も
硤
合
氏
が
受
賞
す
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
予
定
稿

の
執
筆
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
予
定
稿

は
書
き
始
め
た
ら
き
り
が
な
い
。
ど
こ
か

で
線
引
き
す
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
、
事
前
に
取
材
し
て
い
た
か
ら
こ

そ
の
強
み
は
あ
っ
た
。

１
面
ト
ッ
プ
記
事
の
編
集
を
終
え
、
業

績
を
解
説
す
る
記
事
に
取
り
か
か
ろ
う
と

し
た
と
き
だ
。
キ
ャ
ッ
プ
は「『（
産
業
応

用
と
い
う
意
味
で
）役
に
立
た
な
い
研
究
』

と
本
人
が
言
っ
て
い
ま
し
た
」と
解
説
し

た
。デ

ス
ク
の
立
場
で
は
研
究
が
社
会
や
産

業
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
記
事
に
盛
り
込

み
た
い
。
し
か
し
硤
合
氏
が
自
嘲
気
味
に

語
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
研
究
が
授
賞
対
象

に
な
っ
た
理
由
は
産
業
応
用
で
は
な
く
、

生
命
の
謎
に
迫
る
と
い
う
基
礎
科
学
へ
の

貢
献
だ
。

キ
ャ
ッ
プ
の
一
言
が
デ
ス
ク
の
ワ
ン
パ

タ
ー
ン
な
思
考
を
一
気
に
捨
て
去
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

記
事
は「
研
究
の
参
考
に
な
る
」

自
分
の
記
者
人
生
を
振
り
返
る
と
ノ
ー

ベ
ル
賞
と
の
関
わ
り
は
多
か
っ
た
。
何
度

も
受
賞
会
見
に
立
ち
会
う
機
会
に
恵
ま
れ

た
。
そ
の
な
か
で
も
最
も
思
い
出
深
い
の

が
故
・
益
川
敏
英
博
士
だ
。

京
都
支
社
に
在
籍
し
て
い
た
時
、
受
賞

発
表
当
日
の
記
者
会
見
は
も
ち
ろ
ん
、
報

道
各
社
が
順
番
に
実
施
し
た
単
独
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
も
同
席
し
た
。

名
刺
を
渡
す
と「
君
は
日
経
産
業
新
聞

（
現
在
は
休
刊
）も
書
い
て
い
る
の
か
」と

問
わ
れ
た
。「
私
は
よ
く
読
ん
で
い
る
。

個
別
企
業
の
経
営
戦
略
は
研
究
の
参
考
に

な
る
ん
だ
」と
屈
託
の
な
い
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
た
。

当
時
、
日
経
産
業
新
聞
に
は
京
都
企
業

な
ど
の
経
営
に
関
す
る
記
事
を
執
筆
し
て

い
た
が
、
ま
さ
か
理
論
物
理
学
者
が
読
ん

で
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
新
聞
記
事

と
い
う
の
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
人
の
目
に
も

触
れ
て
い
る
も
の
だ
と
実
感
し
た
。
今
回

の
硤
合
氏
の
受
賞
を
伝
え
る
記
事
も
幅
広

い
読
者
に
届
い
て
い
れ
ば
幸
い
だ
。

ノーベル化学賞の受賞決定から一夜明け、学生から花束を受
け取る硤合憲三氏（10月８日/東京都新宿区/日本経済新聞社提供）

あ
ら
い
・
し
げ
の
り
▼
2
0
0
3
年
入
社
　
科

学
技
術
部
　
京
都
支
社
　
大
阪
経
済
部
　
ビ

ジ
ネ
ス
報
道
ユ
ニッ
ト
な
ど
を
経
て
　
４
月
か
ら

現
職

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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愛
知
・
名
古
屋
ア
ジ
ア
大
会�

寺
西

　雅
広（
中
日
新
聞
社
社
会
部
デ
ス
ク
）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
ト
ラ
ブ
ル
可
視
化

地
道
な
取
材
で
事
実
確
認

「
良
い
ニ
ュ
ー
ス
は
広
ま
ら
な
い
も
の

だ
」。
愛
知
・
名
古
屋
ア
ジ
ア
大
会
の
開

幕
前
、
ア
ジ
ア
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
評
議
会

（
Ｏ
Ｃ
Ａ
）の
幹
部
は
そ
う
う
そ
ぶ
い
て
い

た
と
い
う
。
確
か
に
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
の
方

が
関
心
は
集
め
や
す
い
。
だ
が
、
こ
こ
ま

で
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
が
広
ま
る
と
は
幹
部
も

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

国
内
32
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
大

会
。
選
手
の
躍
動
と
ア
ジ
ア
の
融
和
を
伝

え
る
は
ず
の
祭
典
は
、
開
幕
前
か
ら
運
営

ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
報
道
が
目
立
っ
た
。

施
設
の
水
漏
れ
や
選
手
の
輸
送
ミ
ス
か

ら
、
果
て
は
国
歌
の
取
り
違
え
ま
で
。
大

会
を
主
催
す
る
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
幹
部
の
コ
メ
ン

ト
は
、
そ
う
し
た
事
態
を
受
け
て
の
も
の

だ
。「

史
上
最
悪
」と
海
外
で
報
道

大
会
中
、
何
人
か
の
元
選
手
ら
に
聞
い

た
と
こ
ろ
、
過
去
の
国
際
大
会
で
も
運
営

ト
ラ
ブ
ル
は
珍
し
く
な
か
っ
た
と
口
を
そ

ろ
え
た
。
今
大
会
が
過
去
と
違
っ
た
点
の

一
つ
は
、
選
手
ら
に
よ
る
交
流
サ
イ
ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）で
の
発
信
の
多
さ
だ
ろ
う
。

配
車
の
遅
延
な
ど
、
以
前
な
ら
一
般
に

は
伝
わ
ら
ず
選
手
同
士
の
愚
痴
で
終
わ
っ

て
い
た
よ
う
な
困
り
事
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

見
過
ご
し
て
い
い
わ
け
で
は
な
く
、
国
歌

取
り
違
え
の
よ
う
に
重
大
な
ミ
ス
は
原
因

と
と
も
に
早
急
に
報
道
す
る
必
要
が
あ

る
。
一
方
、
扇
情
的
な
流
れ
に
乗
り
、
真

偽
を
確
か
め
ず
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
を
報
じ
る

わ
け
に
い
か
な
い
の
は
当
然
だ
。「
海
外

メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
」と
海
外
の
報
道
を

引
用
し
た
記
事
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
報
道

自
体
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
情
報
源
と
し
て
お
り
、

信
頼
性
が
高
い
と
は
言
い
難
い
。

ト
ラ
ブ
ル
報
道
が
加
熱
す
る
中
、
地
元

紙
と
し
て
注
力
し
た
の
は
や
は
り
地
道
な

フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
。
記
者
は
連
日
、
現

場
を
知
る
関
係
者
を
探
し
、
海
外
選
手
に

も
当
た
っ
た
。
や
が
て
見
え
て
き
た
の
は

「
ト
ラ
ブ
ル
は
事
実
だ
が
様
相
は
違
う
」

と
い
う
実
態
。「
宿
泊
先
に
入
れ
な
い
」

と
投
稿
し
た
選
手
団
は
登
録
さ
れ
て
い
な

い
選
手
が
い
た
た
め
手
続
き
に
時
間
が
か

か
っ
た
。「
バ
ス
が
来
な
い
」な
ど
の
輸

送
ミ
ス
は
、
選
手
が
時
間
通
り
に
所
定
の

場
所
に
来
な
い
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
た
。

明
白
な
運
営
側
の
ミ
ス
も
あ
っ
た
が
、

多
く
は
何
ら
か
の
事
情
や
複
合
的
な
背
景

が
あ
っ
た
。
取
材
で
つ
か
ん
だ
そ
う
し
た

状
況
は
都
度
、
報
じ
た
も
の
の
、
一
方
で

組
織
委
か
ら
は
な
か
な
か
説
明
が
出
て
こ

な
い
。
問
い
合
わ
せ
は
メ
ー
ル
が
主
で
、

返
信
が
数
日
遅
れ
と
な
る
こ
と
も
。
公
式

見
解
が
出
る
こ
ろ
に
は
世
論
は
固
ま
っ
て

お
り
、
後
手
に
回
っ
た
組
織
委
の
説
明
は

「
言
い
訳
」と
と
ら
れ
た
面
が
あ
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
、
大
会
運
営
の
難
し
さ

は
以
前
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
。
運
営
に

慣
れ
た
大
手
広
告
代
理
店
の
不
在
も
不
安

要
因
だ
っ
た
が
、
経
費
削
減
で
選
手
村
の

建
設
を
見
送
っ
た
こ
と
が
業
務
の
複
雑
さ

に
拍
車
を
か
け
た
。
選
手
滞
在
先
が
ホ
テ

ル
な
ど
約
40
カ
所
に
分
散
し
た
結
果
、
バ

ス
の
配
車
ル
ー
ト
は
６
０
０
以
上
。
ミ
ス

が
起
き
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。

コ
ス
ト
減
の
効
果
検
証
は
必
須

選
手
村
の
建
設
回
避
で
浮
い
た
経
費
は

約
６
０
０
億
円
と
い
う
。
だ
が
、
物
価
高

も
あ
り
、
パ
ラ
大
会
も
含
め
た
経
費
は
当

初
計
画
の
３
倍
超
と
な
る
３
７
０
０
億
円

に
膨
ら
ん
だ
。
選
手
村
の
見
送
り
は
既
存

施
設
を
利
用
す
る
新
た
な
運
営
モ
デ
ル
を

示
し
た
一
方
、
確
保
す
べ
き
人
員
や
バ
ス

は
増
加
し
た
。
本
当
に
コ
ス
ト
減
に
つ
な

が
っ
た
か
ど
う
か
の
検
証
は
必
須
だ
。

巨
額
経
費
の
影
響
で
、
名
古
屋
市
の
広

沢
一
郎
市
長
は
市
民
税
減
税
の
拡
大
と
い

う
看
板
公
約
を
２
０
２
６
年
度
は
見
送
っ

た
。
大
会
の
余
波
は
続
く
。
読
者
に
と
っ

て
良
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
実
態
を
踏
ま
え
た
冷
静
な

報
道
を
続
け
た
い
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

て
ら
に
し
・
ま
さ
ひ
ろ
▼
1
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9
年
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中
日
ス
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報
道
部
　
運
動
部
な
ど
を
経

て
　
2
0
2
4
年
９
月
か
ら
現
職

ア
ジ
ア
大
会
の
開
会
式
で
火
が
と
も
さ
れ
た
聖
火
台（
９
月
19
日
／
名
古
屋
市
瑞

穂
区
の
パ
ロ
マ
瑞
穂
ス
タ
ジ
ア
ム
／
中
日
新
聞
社
提
供
）

信
さ
れ
る
こ
と
で
可
視
化

さ
れ
た
。
そ
う
し
た
事
例

を
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
拾

い
、「
史
上
最
悪
」
な
ど

刺
激
的
な
文
言
と
と
も
に

報
道
。
一
気
に「
大
会
組

織
委
た
た
き
」の
よ
う
な

空
気
が
広
ま
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
可
視
化
さ

れ
な
け
れ
ば
ト
ラ
ブ
ル
を
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富
山
市
の
国
勢
調
査
人
口
水
増
し�

川
渕

　恭
司（
北
日
本
新
聞
社
編
集
局
社
会
部
長
）

40
万
人
割
れ
回
避
狙
い
か

２
千
人
不
正 

見
え
ぬ
動
機

富
山
市
に
秋
の
訪
れ
を
告
げ
る
９
月
１

～
３
日
の「
お
わ
ら
風
の
盆
」に
今
年
は

延
べ
21
万
人
が
訪
れ
た
。
市
の
人
口
の
約

半
分
が
、
３
日
間
に
押
し
寄
せ
た
計
算
に

な
る
。
そ
の
人
口
を
巡
り
、
耳
を
疑
う
よ

う
な
情
報
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

「
富
山
市
の
国
勢
調
査
の
人
口
デ
ー
タ

に
疑
義
が
あ
り
、総
務
省
が
調
べ
て
い
る
」

国
勢
調
査
は
国
が
５
年
に
１
度
、
人
口

や
世
帯
構
成
を
調
べ
る
最
も
重
要
な
統
計

だ
。
国
や
自
治
体
の
少
子
高
齢
化
対
策
や

産
業
振
興
の
基
礎
資
料
と
な
り
、
衆
院
小

選
挙
区
の
区
割
り
や
地
方
交
付
税
の
算
定

に
も
使
わ
れ
る
。

単
純
ミ
ス
だ
ろ
う
。
当
初
は
そ
う
思
っ

た
。
数
十
、
数
百
の
誤
差
な
ら
、
ど
こ
の

市
で
も
あ
る
話
で
は
な
い
か
。
だ
が
、
富

山
市
は
誤
差
で
は
済
ま
ず
、
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
不
正
に
ま
で
手
を
染
め
て
い
た
。

市
長
直
撃
し
独
自
に
報
じ
る

富
山
市
は
２
０
０
５
年
の
市
町
村
合
併

に
よ
り
、
人
口
が
42
万
人
に
な
っ
た
。
合

併
前
は
32
万
人
で
、
北
陸
の
中
心
で
あ
る

金
沢
市
の
45
万
人（
当
時
）に
肩
を
並
べ

る
規
模
に
な
っ
た
。
あ
れ
か
ら
20
年
。
人

口
減
少
は
進
ん
だ
が
、
前
回
20
年
の
国
勢

調
査
で
は
40
万
人
台
を
維
持
し
て
い
る
。

取
材
は
、
社
会
部
の
県
警
キ
ャ
ッ
プ
に

頼
ん
だ
。
万
一
、
組
織
ぐ
る
み
の
不
正
と

な
れ
ば
警
察
が
動
く
。
市
政
担
当
の
政
経

部
記
者
の
協
力
も
得
た
。
２
人
は
夕
方
の

市
役
所
で
藤
井
裕
久
市
長
を
待
っ
た
。
市

長
は
議
会
中
で
忙
し
く
、
退
庁
後
も
予
定

が
あ
る
。
秘
書
課
が
設
け
た
取
材
時
間
は

10
分
間
だ
っ
た
。

市
長
は
取
材
に
驚
い
た
表
情
を
見
せ
た

が
、
25
年
の
国
勢
調
査
で
人
口
を
実
態
よ

り
も
多
く
報
告
し
、
総
務
省
か
ら
指
摘
と

調
査
を
受
け
て
い
る
と
認
め
た
。
取
材
で

得
た「
数
千
人
規
模
か
」の
問
い
に
は「
数

字
は
把
握
し
て
い
な
い
」と
し「
40
万
人

を
維
持
す
る
目
的
は
な
か
っ
た
」と
述
べ

た
。
詳
細
を
聞
く
た
め
、
担
当
部
長
ら
を

前
に
１
時
間
粘
っ
た
。「
総
務
省
の
審
査

を
受
け
て
お
り
、
現
時
点
で
詳
細
は
答
え

ら
れ
な
い
」の
一
点
張
り
だ
っ
た
。

肝
心
の
人
数
が
つ
か
め
ず
、
出
稿
取
り

下
げ
も
考
え
た
が
、
国
の
統
計
を
揺
る
が

し
か
ね
な
い
事
態
だ
。
事
実
関
係
だ
け
で

も
出
し
た
い
と
統
合
編
集
本
部
長
に
相
談

す
る
と
、
ゴ
ー
サ
イ
ン
。
編
集
局
長
も
同

じ
考
え
だ
っ
た
。
遅
番
デ
ス
ク
は
市
政
担

当
経
験
者
で
、
行
政
の
不
祥
事
ネ
タ
に
も

強
い
。
９
月
12
日
の
社
会
面
ト
ッ
プ
で

「
富
山
市
　
人
口
を
過
大
報
告
　
国
勢
調

査
」と
独
自
に
報
じ
た
。

総
務
省
が
告
発
、
刑
事
事
件
に

９
月
29
日
、
25
年
10
月
１
日
時
点
の
国

勢
調
査
の
確
定
値
が
発
表
さ
れ
た
。
５
月

の
速
報
値
で
40
万
２
１
３
３
人
だ
っ
た
富

山
市
の
人
口
は
、
39
万
９
１
９
７
人
だ
っ

た
。
実
態
よ
り
２
９
３
６
人
多
く
報
告
さ

れ
、
こ
の
う
ち
２
千
人
以
上
が
不
正
に
よ

る
水
増
し
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

事
態
は
急
展
開
し
た
。総
務
省
が
同
日
、

国
勢
調
査
の
人
口
を
水
増
し
し
た
統
計
法

違
反
容
疑
で
、
氏
名
不
詳
の
ま
ま
富
山
市

職
員
を
刑
事
告
発
。
県
警
が
10
月
３
日
に

市
役
所
を
家
宅
捜
索
す
る
刑
事
事
件
に
発

展
し
た
。
複
数
の
職
員
が
関
わ
っ
た
と
み

て
お
り
、
幹
部
の
指
示
の
有
無
、
組
織
的

な
関
与
も
含
め
て
実
態
解
明
を
進
め
て
い

る
。総

務
省
に
よ
る
と
、「
居
住
実
態
な
し
」

と
し
て
鉛
筆
で
二
重
線
を
引
い
て
抹
消
し

た
も
の
を
消
し
ゴ
ム
で
消
し
た
り
、
架
空

の
調
査
票
を
ね
つ
造
し
た
り
し
た
水
増
し

の
手
口
が
分
か
っ
て
い
る
。

た
だ
、
い
ま
だ
に
よ
く
分
か
ら
な
い
の

が
動
機
だ
。
不
正
を
犯
す
リ
ス
ク
に
、
釣

り
合
う「
メ
リ
ッ
ト
」は
あ
っ
た
の
か
。

40
万
人
都
市
の
メ
ン
ツ
、
組
織
風
土
、
忖そ

ん

度た
く

文
化
…
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
市
民
感
覚

と
は
か
け
離
れ
た
も
の
だ
。

編
集
局
に
は
連
日
、
市
へ
の
憤
り
や
取

材
へ
の
叱し

っ

咤た

激
励
が
届
く
。
70
代
の
女
性

は「
人
口
が
減
っ
た
ら
減
っ
た
で
構
わ
な

い
。
水
増
し
の
理
由
が
知
り
た
い
」。
読

者
の
声
が
記
者
の
背
中
を
押
す
。
不
正
は

富
山
市
だ
け
か
と
疑
問
も
抱
く
。
今
後
は

国
勢
調
査
の
あ
り
方
や
人
口
減
少
そ
の
も

の
に
テ
ー
マ
を
広
げ
、
水
増
し
の「
闇
」

に
迫
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

富山市役所に家宅捜索に入る富山県警の捜査員（10月３
日/同市役所/北日本新聞社提供）

か
わ
ふ
ち
・
や
す
し
▼
1
9
9
9
年
入
社
　
文

化
部
　
社
会
部
　
経
済
部
　
新
湊
支
局
　
政

治
部
　
砺
波
支
社
　
デ
ジ
タ
ル
編
集
本
部
な
ど

を
経
て
　
2
0
2
4
年
か
ら
現
職
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沖
縄�

強
盗
殺
人
事
件
で
米
兵
起
訴�

豊
島

　鉄
博（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
社
会
部
）

基
地
問
題
は
生
活
の
問
題

住
民「
街
の
実
態
を
伝
え
て
」

「
被
疑
者
は
外
国
人
風
」。
那
覇
市
の
ホ

テ
ル
で
10
月
３
日
未
明
、
同
市
在
住
の
女

性（
39
）の
遺
体
が
見
つ
か
っ
た
。
冒
頭

の
言
葉
は
、
沖
縄
県
警
が
報
道
各
社
に
向

け
て
行
っ
た
レ
ク
で
、
県
警
幹
部
が
説
明

し
た
も
の
だ
。「
米
兵
の
可
能
性
も
あ
る
」。

過
去
に
米
軍
の
凶
悪
事
件
の
取
材
に
関
わ

っ
た
上
司
か
ら
そ
う
言
わ
れ
、
よ
り
気
持

ち
を
引
き
締
め
た
。

レ
ク
が
開
か
れ
た
６
時
間
半
後
の
同
日

午
後
11
時
半
ご
ろ
、
県
警
の
私
服
捜
査
員

が
、
ホ
テ
ル
の
防
犯
カ
メ
ラ
に
映
っ
て
い

た
、
腕
に
特
徴
的
な
タ
ト
ゥ
ー
が
彫
ら
れ

た
男
を
、
沖
縄
市
・
コ
ザ
の
米
軍
嘉
手
納

基
地
に
ほ
ど
近
い「
ゲ
ー
ト
通
り
」で
発

見
。
女
性
を
殺
害
し
て
財
布
と
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
を
奪
っ
た
と
し
て
、
県
警
は
４
日

未
明
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
所
属
の
海
兵

隊
上
等
兵
デ
ビ
ン
・
バ
ラ
ー
ド
容
疑
者

（
20
）を
強
盗
殺
人
の
疑
い
で
緊
急
逮
捕

し
、
那
覇
地
検
は
25
日
、
強
盗
殺
人
の
罪

で
起
訴
し
た
。
起
訴
状
に
よ
る
と
、
バ
ラ

ー
ド
被
告
は
受
話
器
コ
ー
ド
を
首
に
巻
き

付
け
て
女
性
を
窒
息
さ
せ
た
と
さ
れ
る
。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
で
は
、
捜
査
関
係
者
へ

の
取
材
を
通
し
て
、
ホ
テ
ル
に
備
え
付
け

ら
れ
た
電
話
の
コ
ー
ド
が
被
害
女
性
の
首

に
巻
か
れ
た
状
態
で
見
つ
か
っ
た
こ
と

や
、
バ
ラ
ー
ド
被
告
が
女
性
と
ホ
テ
ル
に

入
室
す
る
約
３
時
間
前
、
ゲ
ー
ト
通
り
で

飲
酒
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
を
、
先

行
し
て
報
じ
た
。
計
画
的
で
は
な
く
突
発

的
に
事
件
を
起
こ
し
た
疑
い
が
あ
る
こ
と

が
、
浮
か
び
上
が
っ
た
。

防
犯
カ
メ
ラ
映
像
に
容
疑
者

「
店
の
防
犯
カ
メ
ラ
に
、
逮
捕
さ
れ
た

米
兵
が
瓶
ビ
ー
ル
を
一
気
飲
み
し
て
い
る

様
子
が
映
っ
て
い
る
」。
以
前
取
材
で
お

世
話
に
な
っ
た
、
ゲ
ー
ト
通
り
で
ソ
ー
セ

ー
ジ
店
を
営
む
嶺
井
大
地
さ
ん（
42
）か

ら
電
話
を
受
け
た
の
は
、
事
件
か
ら
３
日

後
の
６
日
夜
の
こ
と
だ
っ
た
。通
り
で
は
、

米
軍
や
警
察
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
が
強
化

さ
れ
た
が
、
事
件
は
起
き
た
。「
何
に
も

変
わ
っ
て
ね
ぇ
な
と
呆あ

き

れ
る
」。
嶺
井
さ

ん
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
思
い
を
投
稿
し
た
。

「
本
気
で
安
全
を
手
に
入
れ
た
い
な
ら
、

街
と
し
て
変
え
る
し
か
な
い
」と
、
今
後
、

基
地
が
あ
る
神
奈
川
県
の
横
須
賀
市
を
訪

ね
て
街
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
む
人
の
話

を
聞
く
予
定
と
い
う
。
映
像
を
提
供
し
て

く
れ
た
の
も
、「
街
の
実
態
を
伝
え
て
ほ
し

い
」と
の
思
い
か
ら
だ
っ
た
。

嶺
井
さ
ん
の
よ
う
に
、
今
回
の
事
件
に

対
し
て
強
い
怒
り
を
持
つ
県
民
は
多
い
。

沖
縄
で
は
近
年
、
米
軍
関
係
者
に
よ
る

強
盗
や
性
暴
力
な
ど
の
凶
悪
事
件
が
後
を

絶
た
な
い
。
県
警
に
よ
る
と
、
２
０
２
４

年
の
凶
悪
犯
は
８
件
で
、
過
去
30
年
で
最

多
だ
っ
た
。
刑
法
犯
の
検
挙
件
数
は
昨
年

は
１
０
１
件
で
、
22
年
ぶ
り
に
１
０
０
件

を
超
え
て
い
る
。

私
が
県
警
担
当
キ
ャ
ッ
プ
に
着
任
し
た

24
年
、
米
兵
に
よ
る
女
性
へ
の
性
暴
力
事

件
が
相
次
い
で
発
覚
し
た
。
沖
縄
タ
イ
ム

ス
で
は
、
同
年
12
月
に
開
か
れ
た
事
件
に

抗
議
す
る
県
民
大
会
を
伝
え
る
紙
面
で
、通

常
は
テ
レ
ビ
番
組
表
が
載
っ
て
い
る
面

に
、
沖
縄
戦
が
始
ま
っ
た
１
９
４
５
年
か

ら
24
年
ま
で
に
県
内
で
発
生
し
た
米
兵
に

よ
る
性
的
暴
行
事
件
一
覧
を
掲
載
し
た
。

一
時
的
で
は
な
い
再
発
防
止
を

２
０
１
６
年
４
月
下
旬
に
発
生
し
た
、

う
る
ま
市
の
女
性
が
米
軍
属
の
男
に
殺
害

さ
れ
た
事
件
か
ら
今
年
で
10
年
が
た
っ

た
。「
米
軍
の
人
口
比
で
見
て
も
多
過
ぎ

る
」。
当
時
、
捜
査
の
中
心
を
担
っ
た
県

警
元
幹
部
は
、
事
件
か
ら
10
年
を
前
に
し

た
取
材
で
現
状
に
対
し
、
そ
う
語
っ
て
い

た（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
４
月
28
日
付
）。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
で
は
16
年
の
米
軍
属
の

事
件
の
際
も
、
戦
後
判
明
し
て
い
る
だ
け

の
強
姦
、
殺
人
、
交
通
死
亡
事
件
な
ど
を

２
㌻
に
わ
た
り
掲
載
し
て
い
る
。
基
地
問

題
は
生
活
の
問
題
。
一
覧
表
に
、
こ
れ
以

上
新
た
な
事
件
を
増
や
す
こ
と
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
地
元
紙
と
し
て
米
軍
側
の

再
発
防
止
策
を
一
時
的
に
終
わ
ら
せ
ず
、

日
本
政
府
や
県
の
姿
勢
も
厳
し
く
見
続
け

て
、記
事
に
し
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

そ
う
強
く
感
じ
て
い
る
。

強盗殺人の疑いで米兵が逮捕された日、県内各地で緊急集
会が開かれた（10月４日/那覇市・県民広場/沖縄タイムス社提供）

と
よ
し
ま
・
て
つ
ひ
ろ
▼
2
0
1
8
年
入
社
　

社
会
部
沖
縄
県
警
担
当
　
中
部
報
道
部
　
朝

日
新
聞
社
出
向
を
経
て
　
24
年
か
ら
県
警
担

当
キ
ャッ
プ

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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富
山
市
の
国
勢
調
査
人
口
水
増
し�

川
渕

　恭
司（
北
日
本
新
聞
社
編
集
局
社
会
部
長
）

40
万
人
割
れ
回
避
狙
い
か

２
千
人
不
正 

見
え
ぬ
動
機

富
山
市
に
秋
の
訪
れ
を
告
げ
る
９
月
１

～
３
日
の「
お
わ
ら
風
の
盆
」に
今
年
は

延
べ
21
万
人
が
訪
れ
た
。
市
の
人
口
の
約

半
分
が
、
３
日
間
に
押
し
寄
せ
た
計
算
に

な
る
。
そ
の
人
口
を
巡
り
、
耳
を
疑
う
よ

う
な
情
報
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

「
富
山
市
の
国
勢
調
査
の
人
口
デ
ー
タ

に
疑
義
が
あ
り
、総
務
省
が
調
べ
て
い
る
」

国
勢
調
査
は
国
が
５
年
に
１
度
、
人
口

や
世
帯
構
成
を
調
べ
る
最
も
重
要
な
統
計

だ
。
国
や
自
治
体
の
少
子
高
齢
化
対
策
や

産
業
振
興
の
基
礎
資
料
と
な
り
、
衆
院
小

選
挙
区
の
区
割
り
や
地
方
交
付
税
の
算
定

に
も
使
わ
れ
る
。

単
純
ミ
ス
だ
ろ
う
。
当
初
は
そ
う
思
っ

た
。
数
十
、
数
百
の
誤
差
な
ら
、
ど
こ
の

市
で
も
あ
る
話
で
は
な
い
か
。
だ
が
、
富

山
市
は
誤
差
で
は
済
ま
ず
、
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
不
正
に
ま
で
手
を
染
め
て
い
た
。

市
長
直
撃
し
独
自
に
報
じ
る

富
山
市
は
２
０
０
５
年
の
市
町
村
合
併

に
よ
り
、
人
口
が
42
万
人
に
な
っ
た
。
合

併
前
は
32
万
人
で
、
北
陸
の
中
心
で
あ
る

金
沢
市
の
45
万
人（
当
時
）に
肩
を
並
べ

る
規
模
に
な
っ
た
。
あ
れ
か
ら
20
年
。
人

口
減
少
は
進
ん
だ
が
、
前
回
20
年
の
国
勢

調
査
で
は
40
万
人
台
を
維
持
し
て
い
る
。

取
材
は
、
社
会
部
の
県
警
キ
ャ
ッ
プ
に

頼
ん
だ
。
万
一
、
組
織
ぐ
る
み
の
不
正
と

な
れ
ば
警
察
が
動
く
。
市
政
担
当
の
政
経

部
記
者
の
協
力
も
得
た
。
２
人
は
夕
方
の

市
役
所
で
藤
井
裕
久
市
長
を
待
っ
た
。
市

長
は
議
会
中
で
忙
し
く
、
退
庁
後
も
予
定

が
あ
る
。
秘
書
課
が
設
け
た
取
材
時
間
は

10
分
間
だ
っ
た
。

市
長
は
取
材
に
驚
い
た
表
情
を
見
せ
た

が
、
25
年
の
国
勢
調
査
で
人
口
を
実
態
よ

り
も
多
く
報
告
し
、
総
務
省
か
ら
指
摘
と

調
査
を
受
け
て
い
る
と
認
め
た
。
取
材
で

得
た「
数
千
人
規
模
か
」の
問
い
に
は「
数

字
は
把
握
し
て
い
な
い
」と
し「
40
万
人

を
維
持
す
る
目
的
は
な
か
っ
た
」と
述
べ

た
。
詳
細
を
聞
く
た
め
、
担
当
部
長
ら
を

前
に
１
時
間
粘
っ
た
。「
総
務
省
の
審
査

を
受
け
て
お
り
、
現
時
点
で
詳
細
は
答
え

ら
れ
な
い
」の
一
点
張
り
だ
っ
た
。

肝
心
の
人
数
が
つ
か
め
ず
、
出
稿
取
り

下
げ
も
考
え
た
が
、
国
の
統
計
を
揺
る
が

し
か
ね
な
い
事
態
だ
。
事
実
関
係
だ
け
で

も
出
し
た
い
と
統
合
編
集
本
部
長
に
相
談

す
る
と
、
ゴ
ー
サ
イ
ン
。
編
集
局
長
も
同

じ
考
え
だ
っ
た
。
遅
番
デ
ス
ク
は
市
政
担

当
経
験
者
で
、
行
政
の
不
祥
事
ネ
タ
に
も

強
い
。
９
月
12
日
の
社
会
面
ト
ッ
プ
で

「
富
山
市
　
人
口
を
過
大
報
告
　
国
勢
調

査
」と
独
自
に
報
じ
た
。

総
務
省
が
告
発
、
刑
事
事
件
に

９
月
29
日
、
25
年
10
月
１
日
時
点
の
国

勢
調
査
の
確
定
値
が
発
表
さ
れ
た
。
５
月

の
速
報
値
で
40
万
２
１
３
３
人
だ
っ
た
富

山
市
の
人
口
は
、
39
万
９
１
９
７
人
だ
っ

た
。
実
態
よ
り
２
９
３
６
人
多
く
報
告
さ

れ
、
こ
の
う
ち
２
千
人
以
上
が
不
正
に
よ

る
水
増
し
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

事
態
は
急
展
開
し
た
。総
務
省
が
同
日
、

国
勢
調
査
の
人
口
を
水
増
し
し
た
統
計
法

違
反
容
疑
で
、
氏
名
不
詳
の
ま
ま
富
山
市

職
員
を
刑
事
告
発
。
県
警
が
10
月
３
日
に

市
役
所
を
家
宅
捜
索
す
る
刑
事
事
件
に
発

展
し
た
。
複
数
の
職
員
が
関
わ
っ
た
と
み

て
お
り
、
幹
部
の
指
示
の
有
無
、
組
織
的

な
関
与
も
含
め
て
実
態
解
明
を
進
め
て
い

る
。総

務
省
に
よ
る
と
、「
居
住
実
態
な
し
」

と
し
て
鉛
筆
で
二
重
線
を
引
い
て
抹
消
し

た
も
の
を
消
し
ゴ
ム
で
消
し
た
り
、
架
空

の
調
査
票
を
ね
つ
造
し
た
り
し
た
水
増
し

の
手
口
が
分
か
っ
て
い
る
。

た
だ
、
い
ま
だ
に
よ
く
分
か
ら
な
い
の

が
動
機
だ
。
不
正
を
犯
す
リ
ス
ク
に
、
釣

り
合
う「
メ
リ
ッ
ト
」は
あ
っ
た
の
か
。

40
万
人
都
市
の
メ
ン
ツ
、
組
織
風
土
、
忖そ

ん

度た
く

文
化
…
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
市
民
感
覚

と
は
か
け
離
れ
た
も
の
だ
。

編
集
局
に
は
連
日
、
市
へ
の
憤
り
や
取

材
へ
の
叱し

っ

咤た

激
励
が
届
く
。
70
代
の
女
性

は「
人
口
が
減
っ
た
ら
減
っ
た
で
構
わ
な

い
。
水
増
し
の
理
由
が
知
り
た
い
」。
読

者
の
声
が
記
者
の
背
中
を
押
す
。
不
正
は

富
山
市
だ
け
か
と
疑
問
も
抱
く
。
今
後
は

国
勢
調
査
の
あ
り
方
や
人
口
減
少
そ
の
も

の
に
テ
ー
マ
を
広
げ
、
水
増
し
の「
闇
」

に
迫
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

富山市役所に家宅捜索に入る富山県警の捜査員（10月３
日/同市役所/北日本新聞社提供）
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両
者
の
経
営
者
と
し
て
の
晩
年
が
あ
ま

り
に
も
異
な
る
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
も
ご

存
じ
の
こ
と
だ
ろ
う
。
心
の
経
営
を
説
い

た
稲
盛
さ
ん
と
、
人
を
信
じ
ず
世
間
を
も

欺
い
た
永
守
さ
ん
。
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の

か
。
ニ
デ
ッ
ク
の
売
上
高
が
２
兆
円
を
突

破
し
、
京
セ
ラ
の
売
上
高
を
抜
き
去
っ
た

よ
う
に
見
え
た
直
後
に
発
覚
し
た
今
回
の

不
正
。
本
当
に
残
念
で
な
ら
な
い
。
永
守

さ
ん
が
常
々
口
に
し
て
い
た「
す
ぐ
や

る
、
で
き
る
ま
で
や
る
」と
い
う
厳
し
さ

は
、
今
の
日
本
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
は

確
か
だ
。
永
守
さ
ん
が
ニ
デ
ッ
ク
の
経
営

に
関
与
す
る
こ
と
は
今
後
な
い
だ
ろ
う

が
、
一
定
の
区
切
り
が
つ
け
ば
大
学
運
営

へ
の
財
政
的
な
支
援
な
ど
、
別
の
と
こ
ろ

で
役
割
を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

◆
稲
葉
さ
ん
と
の
手
紙
交
流

フ
ァ
ナ
ッ
ク
の
稲
葉
清
右
衛
門
さ
ん
も

の
本
社
に
行
き
応
接
間
に
通
さ
れ
る
と
、

額
に
入
っ
た
手
紙
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
何

気
な
く
見
る
と
、
世
界
的
な
大
企
業
か
ら

送
ら
れ
た
謝
罪
文
だ
っ
た
。
こ
れ
は
何
だ

と
び
っ
く
り
し
た
。
フ
ァ
ナ
ッ
ク
は
値
引

き
に
一
切
応
じ
な
い
会
社
と
し
て
有
名

で
、
高
い
利
益
率
を
誇
っ
て
い
た
。
取
引

先
か
ら
は
、
融
通
の
き
か
な
い
や
っ
か
い

な
会
社
と
批
判
的
に
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
そ
れ
で
も
取
引
先
が
フ
ァ
ナ
ッ
ク

と
の
付
き
合
い
を
や
め
ら
れ
な
い
の
は
、

圧
倒
的
な
技
術
力
と
品
質
で
他
社
の
追
随

を
許
さ
な
い
優
位
性
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

謝
罪
文
の
掲
示
に
は
、
自
社
に
も
他
社
に

も
厳
し
さ
を
求
め
る
同
社
の
ポ
リ
シ
ー
が

表
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
に
最
初
か
ら
強
烈
な
印
象
が

あ
っ
た
稲
葉
さ
ん
と
の
面
談
だ
が
、
会
っ

て
み
る
と
と
て
も
温
厚
な
方
だ
っ
た
。
わ

ざ
わ
ざ
屋
上
に
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
自

ら
案
内
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
自
分
で
言

う
の
も
な
ん
だ
が
、
厚
遇
を
受
け
た
。
そ

の
後
も
手
紙
の
や
り
取
り
を
し
て
、
何
度

も
お
目
に
か
か
る
機
会
を
得
た
。
稲
葉
さ

ん
は
工
学
博
士
で
あ
る
こ
と
を
何
よ
り
の

自
身
の
誇
り
と
し
、
名
誉
会
長
に
な
っ
て

か
ら
も
、
長
年
研
究
本
部
長
の
肩
書
は
は

ず
さ
な
か
っ
た
。

◆
心
の
支
え
だ
っ
た「
Ｐ
Ｐ
会
」

最
初
に
記
し
た
よ
う
に
、
私
は
均
等
法

世
代
の
入
社
で
、
ま
だ
女
性
記
者
を
ど
う

扱
え
ば
い
い
の
か
、
社
内
も
取
材
先
も
手

探
り
状
態
だ
っ
た
。
夜
回
り
に
行
け
ば
、

広
報
が
翌
日「
女
性
を
社
長
宅
に
行
か
せ

な
い
で
」と
言
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

た
だ
、
他
社
で
も
経
済
部
に
女
性
記
者
を

配
属
さ
せ
る
こ
と
が
始
ま
っ
て
い
た
。
一

方
、
企
業
の
広
報
に
も
女
性
が
総
合
職
と

し
て
配
属
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

男
の
職
場
だ
っ
た
新
聞
社
の
経
済
部
と
企

業
の
広
報
。そ
の
中
で
、「
初
の
女
性
〇
〇
」

と
い
う
周
囲
の
期
待
を
背
負
わ
さ
れ
て
、

必
死
に
も
が
い
て
い
る
人
た
ち
が
い
た
。

そ
ん
な
女
性
た
ち
を
ま
と
め
て
く
れ
た
の

が
、
毎
日
新
聞
の
記
者
の
小
笠
原
敦
子
さ

ん
だ
っ
た
。「
せ
っ
か
く
こ
れ
だ
け
女
性
が

増
え
て
き
た
の
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
集
ま

り
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
て
誕
生
し
た

の
が
、
Ｐ
Ｐ
会
だ
っ
た
。
社
内
に
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
が
な
い
中
で
、
お
互
い
の
悩
み
を

打
ち
明
け
、
励
ま
し
あ
っ
た
。
小
笠
原
さ

ん
を
は
じ
め
何
人
か
と
は
、
そ
の
後
管
理

職
と
な
っ
て
新
し
い
悩
み
に
直
面
し
た
時

に
も
相
談
し
合
う
関
係
で
、
仕
事
を
離
れ

た
今
も
付
き
合
い
が
続
い
て
い
る
。

経
営
者
の
華
や
か
な
成
功
の
裏
側
で
積

み
重
ね
ら
れ
た
努
力
や
、時
に
人
を
揺
さ
ぶ

る
ほ
ど
の
葛
藤
を
、記
者
と
し
て
そ
の
断
片

に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、
私
の
仕
事
観
を

形
づ
く
る
大
き
な
礎
と
な
っ
た
。
そ
し
て

苦
労
を
分
か
ち
合
う
友
に
も
出
会
え
た
。

名
刺
一
枚
で
誰
に
で
も
会
え
る
こ
の
仕
事

に
巡
り
合
え
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。

忘
れ
ら
れ
な
い
カ
リ
ス
マ
経
営
者
の
一
人

だ
。
フ
ァ
ナ
ッ
ク
を
世
界
有
数
の
ロ
ボ
ッ

ト
、
Ｎ
Ｃ（
数
値
制
御
）装
置
メ
ー
カ
ー

に
育
て
上
げ
た
。
私
が
初
め
て
お
目
に
か

か
っ
た
の
は
、
稲
葉
さ
ん
が
社
長
職
を
息

子
の
稲
葉
善
治
さ
ん
に
譲
り
、
名
誉
会
長

と
な
っ
て
い
た
こ
ろ
だ
っ
た
。
日
刊
工
業

新
聞
社
は
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会
と
と
も

に
、「
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
」と
い
う
世
界

最
大
規
模
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
展
示
会
を
主
催

し
て
い
る
。
フ
ァ
ナ
ッ
ク
は
取
材
対
象
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
会
社
に
と
っ
て
も
絶

対
に
関
係
を
強
化
し
て
お
き
た
か
っ
た
。

当
時
第
一
産
業
部
長
だ
っ
た
私
は
何
と
か

稲
葉
さ
ん
に
会
え
な
い
も
の
か
と
思
案
し

た
。
稲
葉
さ
ん
は
年
齢
も
90
歳
近
く
、
新

聞
社
の
取
材
も
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
か

っ
た
。
た
だ
、
毎
日
会
社
に
出
社
し
、
経

営
に
多
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。

フ
ァ
ナ
ッ
ク
の
広
報
に
相
談
す
る
と

「
手
紙
を
書
い
て
く
だ
さ
い
」と
言
わ
れ

ファナック本社屋上で稲葉清右衛門さん
（左）と筆者（中央）（2011年/筆者提供）

た
。「
広
報
ル
ー
ト
で
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
は
無
理
だ
が
、
手
紙
を

読
ん
で
気
が
向
け
ば
会
え
る
可

能
性
が
あ
る
か
も
」と
ア
ド
バ

イ
ス
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
何
と

か
お
目
に
か
か
り
た
い
と
い
う

思
い
を
込
め
て
手
紙
を
送
っ

た
。
す
る
と「
会
っ
て
も
い
い
」

と
い
う
返
事
が
、
稲
葉
さ
ん
の

直
筆
署
名
付
き
の
手
紙
で
届
い

た
。
さ
っ
そ
く
山
梨
県
忍
野
村
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「
う
ち
に
入
っ
た
ら
名
刺
一
枚
で
松
下

幸
之
助
さ
ん
に
も
会
え
る
よ
」。
日
刊
工

業
新
聞
社
の
最
終
面
接
で
言
わ
れ
た
こ
と

だ
。
学
生
の
私
で
も「
経
営
の
神
様
」と

言
わ
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
ぐ
ら
い
は
知

っ
て
い
た
。「
へ
え
ー
」と
は
思
っ
た
が
、

ま
あ
冗
談
半
分
に
聞
い
て
い
た
。

◆
本
当
に
名
刺
一
枚
で
会
え
た

私
が
日
刊
工
業
新
聞
社
に
新
卒
で
入
社

し
た
の
は
１
９
８
６
年
。
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
施
行
の
年
に
、
初
の
女
性
記
者
と

し
て
採
用
さ
れ
た
。
最
初
に
配
属
さ
れ
た

の
は
、
大
阪
支
社
編
集
局
の
電
機
グ
ル
ー

プ
。
毎
日
松
下
電
器
産
業（
現
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
）、
三
洋
電
機
、
シ
ャ
ー
プ
の
関
西

家
電
３
社
の
新
製
品
情
報
を
記
事
に
す
る

日
々
。
あ
る
時
部
長
か
ら「
幸
之
助
さ
ん

に
会
い
に
い
こ
う
」と
言
わ
れ
た
。
松
下

の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
久
々
に
幸

之
助
翁
が
顔
を
見
せ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
大
勢
の
人
が
幸
之
助
翁
に
会
お
う
と

初
の
女
性
記
者
が
分
け
入
っ
た

カ
リ
ス
マ
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ

列
を
な
す
な
か
の
一
人
に
過
ぎ
な
い
が
、

本
当
に
名
刺
一
枚
で
会
え
た
こ
と
は
鮮
明

に
覚
え
て
い
る
。
姿
は
小
柄
だ
が
、
強
烈

な
オ
ー
ラ
を
放
っ
て
い
た
。

２
年
目
に
京
都
支
局
に
異
動
し
た
。
京

都
に
は
地
方
か
ら
や
っ
て
き
て
京
都
で
起

業
し
世
界
的
な
企
業
へ
と
成
長
さ
せ
た
カ

リ
ス
マ
経
営
者
が
た
く
さ
ん
い
た
。
京
都

は
排
他
的
な
土
地
柄
と
言
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
が
、
仲
間
と
認
識
さ
れ
る
と
親
戚
づ

き
あ
い
の
よ
う
に
親
密
に
な
る
。
当
時
、

祇
園
の
近
く
に「
イ
レ
ブ
ン
」と
い
う
会

員
制
ク
ラ
ブ
が
あ
っ
た
。
ボ
ト
ル
キ
ー
プ

の
棚
に
は
ワ
コ
ー
ル
の
塚
本
幸
一
さ
ん
、

京
セ
ラ
の
稲
盛
和
夫
さ
ん
、
堀
場
製
作
所

の
堀
場
雅
夫
さ
ん
、
オ
ム
ロ
ン
の
立
石
義

雄
さ
ん
な
ど
の
名
前
が
記
さ
れ
た
プ
レ
ー

ト
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
ど
こ
か
の

企
業
の
社
長
に
連
れ
ら
れ
て
そ
の
店
に
行

く
と
、
別
の
企
業
の
社
長
が
い
る
。
ま
さ

に「
夜
の
商
工
会
議
所
」の
役
割
を
果
た

し
て
い
た
。

そ
の
頃
、
稲
盛
さ
ん
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
抗

す
る
勢
力
と
し
て
第
二
電
電（
現
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
）事
業
に
尽
力
し
て
い
た
。
稲
盛
さ
ん

が
イ
レ
ブ
ン
の
ソ
フ
ァ
に
座
り
、
な
ぜ
通

信
の
自
由
化
が
必
要
な
の
か
を
グ
ラ
ス
片

手
に
熱
弁
し
、
さ
ら
に
酒
が
進
む
と
通
産

省
か
ら
三
顧
の
礼
で
迎
え
た
第
二
電
電
初

代
社
長
の
森
山
信
吾
氏
が
、
社
長
在
任
わ

ず
か
２
年
で
急
逝
さ
れ
た
こ
と
に
男
泣
き

す
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
カ
リ
ス

マ
経
営
者
の
内
面
を
少
し
だ
け
垣
間
見
た

気
が
し
た
。

◆
稲
盛
さ
ん
と
永
守
さ
ん

京
都
時
代
に
も
う
一
人
忘
れ
ら
れ
な
い

の
が
、
日
本
電
産（
現
ニ
デ
ッ
ク
）社
長

だ
っ
た
永
守
重
信
さ
ん
だ
。
当
時
日
刊
工

業
新
聞
社
の
京
都
支
局
は
烏
丸
御
池
に
あ

り
、
日
本
電
産
の
入
る
ビ
ル
と
歩
い
て
１

分
か
か
ら
な
い
近
さ
だ
っ
た
。「
新
製
品

が
で
き
た
か
ら
、
記
事
に
し
て
」と
資
料

を
直
接
支
局
に
持
っ
て
こ
ら
れ
る
よ
う
な

気
軽
さ
で
付
き
合
っ
て
い
た
。
当
時
の
日

本
電
産
は
成
長
し
て
い
る
と
は
い
え
、
ま

だ
ま
だ
中
堅
規
模
の
会
社
。
当
然
イ
レ
ブ

ン
の
ボ
ト
ル
の
棚
に
永
守
さ
ん
の
プ
レ
ー

ト
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
の
急
成
長
ぶ
り
は
周
知
の
こ
と

だ
が
、
永
守
さ
ん
が
稲
盛
さ
ん
を
強
烈
に

意
識
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。
稲
盛
さ
ん
が
日
本
で
最
も
国
際
的
な

民
間
賞
で
あ
る「
京
都
賞
」や
経
営
者
育

成
の「
盛
和
塾
」を
作
っ
た
後
に
、
永
守

さ
ん
も「
永
守
賞
」を
創
設
し
、
既
存
の

大
学
を
買
い
取
っ
て「
京
都
先
端
科
学
大

学
」を
開
校
し
た
。
数
年
前
、
か
つ
て
の

烏
丸
御
池
時
代
と
比
べ
て
格
段
に
立
派
に

な
っ
た
日
本
電
産
の
本
社
で
永
守
さ
ん
と

お
目
に
か
か
っ
た
時
に
、
日
本
の
大
学
教

育
の
課
題
を
あ
げ
て
、
自
分
が
大
学
経
営

で
や
り
た
い
こ
と
を
と
う
と
う
と
話
し
て

い
た
。「
や
は
り
、
こ
れ
は
と
思
っ
た
こ

と
に
情
熱
を
さ
さ
げ
る
姿
は
稲
盛
さ
ん
と

似
て
い
る
」と
実
感
し
た
。

赤
あ か

穂
ほ

　啓
け い

子
こ

1986年日刊工業新聞社入社　
京都支局や大阪支社編集局で
繊維　機械　自動車業界など
を担当　99年に本社編集局に
異動し情報通信　経済産業省　
総務省　財界などを担当　2009
年から神戸支局長　11年本社
編集局第一産業部長　14年同
ニュースセンター長　16年大
阪支社編集局長　19年論説委
員会副委員長　23年に日刊工
業新聞社を定年退職　現在は
フリーの経済ジャーナリスト　
中小企業基盤整備機構の経営
支援専門員　上場企業の社外
取締役の三足のわらじで活動
中
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書 いた話　書かなかった話

両
者
の
経
営
者
と
し
て
の
晩
年
が
あ
ま

り
に
も
異
な
る
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
も
ご

存
じ
の
こ
と
だ
ろ
う
。
心
の
経
営
を
説
い

た
稲
盛
さ
ん
と
、
人
を
信
じ
ず
世
間
を
も

欺
い
た
永
守
さ
ん
。
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
の

か
。
ニ
デ
ッ
ク
の
売
上
高
が
２
兆
円
を
突

破
し
、
京
セ
ラ
の
売
上
高
を
抜
き
去
っ
た

よ
う
に
見
え
た
直
後
に
発
覚
し
た
今
回
の

不
正
。
本
当
に
残
念
で
な
ら
な
い
。
永
守

さ
ん
が
常
々
口
に
し
て
い
た「
す
ぐ
や

る
、
で
き
る
ま
で
や
る
」と
い
う
厳
し
さ

は
、
今
の
日
本
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
は

確
か
だ
。
永
守
さ
ん
が
ニ
デ
ッ
ク
の
経
営

に
関
与
す
る
こ
と
は
今
後
な
い
だ
ろ
う

が
、
一
定
の
区
切
り
が
つ
け
ば
大
学
運
営

へ
の
財
政
的
な
支
援
な
ど
、
別
の
と
こ
ろ

で
役
割
を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

◆
稲
葉
さ
ん
と
の
手
紙
交
流

フ
ァ
ナ
ッ
ク
の
稲
葉
清
右
衛
門
さ
ん
も

の
本
社
に
行
き
応
接
間
に
通
さ
れ
る
と
、

額
に
入
っ
た
手
紙
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
何

気
な
く
見
る
と
、
世
界
的
な
大
企
業
か
ら

送
ら
れ
た
謝
罪
文
だ
っ
た
。
こ
れ
は
何
だ

と
び
っ
く
り
し
た
。
フ
ァ
ナ
ッ
ク
は
値
引

き
に
一
切
応
じ
な
い
会
社
と
し
て
有
名

で
、
高
い
利
益
率
を
誇
っ
て
い
た
。
取
引

先
か
ら
は
、
融
通
の
き
か
な
い
や
っ
か
い

な
会
社
と
批
判
的
に
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
そ
れ
で
も
取
引
先
が
フ
ァ
ナ
ッ
ク

と
の
付
き
合
い
を
や
め
ら
れ
な
い
の
は
、

圧
倒
的
な
技
術
力
と
品
質
で
他
社
の
追
随

を
許
さ
な
い
優
位
性
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

謝
罪
文
の
掲
示
に
は
、
自
社
に
も
他
社
に

も
厳
し
さ
を
求
め
る
同
社
の
ポ
リ
シ
ー
が

表
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
に
最
初
か
ら
強
烈
な
印
象
が

あ
っ
た
稲
葉
さ
ん
と
の
面
談
だ
が
、
会
っ

て
み
る
と
と
て
も
温
厚
な
方
だ
っ
た
。
わ

ざ
わ
ざ
屋
上
に
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
自

ら
案
内
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
自
分
で
言

う
の
も
な
ん
だ
が
、
厚
遇
を
受
け
た
。
そ

の
後
も
手
紙
の
や
り
取
り
を
し
て
、
何
度

も
お
目
に
か
か
る
機
会
を
得
た
。
稲
葉
さ

ん
は
工
学
博
士
で
あ
る
こ
と
を
何
よ
り
の

自
身
の
誇
り
と
し
、
名
誉
会
長
に
な
っ
て

か
ら
も
、
長
年
研
究
本
部
長
の
肩
書
は
は

ず
さ
な
か
っ
た
。

◆
心
の
支
え
だ
っ
た「
Ｐ
Ｐ
会
」

最
初
に
記
し
た
よ
う
に
、
私
は
均
等
法

世
代
の
入
社
で
、
ま
だ
女
性
記
者
を
ど
う

扱
え
ば
い
い
の
か
、
社
内
も
取
材
先
も
手

探
り
状
態
だ
っ
た
。
夜
回
り
に
行
け
ば
、

広
報
が
翌
日「
女
性
を
社
長
宅
に
行
か
せ

な
い
で
」と
言
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

た
だ
、
他
社
で
も
経
済
部
に
女
性
記
者
を

配
属
さ
せ
る
こ
と
が
始
ま
っ
て
い
た
。
一

方
、
企
業
の
広
報
に
も
女
性
が
総
合
職
と

し
て
配
属
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

男
の
職
場
だ
っ
た
新
聞
社
の
経
済
部
と
企

業
の
広
報
。そ
の
中
で
、「
初
の
女
性
〇
〇
」

と
い
う
周
囲
の
期
待
を
背
負
わ
さ
れ
て
、

必
死
に
も
が
い
て
い
る
人
た
ち
が
い
た
。

そ
ん
な
女
性
た
ち
を
ま
と
め
て
く
れ
た
の

が
、
毎
日
新
聞
の
記
者
の
小
笠
原
敦
子
さ

ん
だ
っ
た
。「
せ
っ
か
く
こ
れ
だ
け
女
性
が

増
え
て
き
た
の
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
集
ま

り
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
か
け
て
誕
生
し
た

の
が
、
Ｐ
Ｐ
会
だ
っ
た
。
社
内
に
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
が
な
い
中
で
、
お
互
い
の
悩
み
を

打
ち
明
け
、
励
ま
し
あ
っ
た
。
小
笠
原
さ

ん
を
は
じ
め
何
人
か
と
は
、
そ
の
後
管
理

職
と
な
っ
て
新
し
い
悩
み
に
直
面
し
た
時

に
も
相
談
し
合
う
関
係
で
、
仕
事
を
離
れ

た
今
も
付
き
合
い
が
続
い
て
い
る
。

経
営
者
の
華
や
か
な
成
功
の
裏
側
で
積

み
重
ね
ら
れ
た
努
力
や
、時
に
人
を
揺
さ
ぶ

る
ほ
ど
の
葛
藤
を
、記
者
と
し
て
そ
の
断
片

に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、
私
の
仕
事
観
を

形
づ
く
る
大
き
な
礎
と
な
っ
た
。
そ
し
て

苦
労
を
分
か
ち
合
う
友
に
も
出
会
え
た
。

名
刺
一
枚
で
誰
に
で
も
会
え
る
こ
の
仕
事

に
巡
り
合
え
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。

忘
れ
ら
れ
な
い
カ
リ
ス
マ
経
営
者
の
一
人

だ
。
フ
ァ
ナ
ッ
ク
を
世
界
有
数
の
ロ
ボ
ッ

ト
、
Ｎ
Ｃ（
数
値
制
御
）装
置
メ
ー
カ
ー

に
育
て
上
げ
た
。
私
が
初
め
て
お
目
に
か

か
っ
た
の
は
、
稲
葉
さ
ん
が
社
長
職
を
息

子
の
稲
葉
善
治
さ
ん
に
譲
り
、
名
誉
会
長

と
な
っ
て
い
た
こ
ろ
だ
っ
た
。
日
刊
工
業

新
聞
社
は
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会
と
と
も

に
、「
国
際
ロ
ボ
ッ
ト
展
」と
い
う
世
界

最
大
規
模
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
展
示
会
を
主
催

し
て
い
る
。
フ
ァ
ナ
ッ
ク
は
取
材
対
象
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
会
社
に
と
っ
て
も
絶

対
に
関
係
を
強
化
し
て
お
き
た
か
っ
た
。

当
時
第
一
産
業
部
長
だ
っ
た
私
は
何
と
か

稲
葉
さ
ん
に
会
え
な
い
も
の
か
と
思
案
し

た
。
稲
葉
さ
ん
は
年
齢
も
90
歳
近
く
、
新

聞
社
の
取
材
も
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
か

っ
た
。
た
だ
、
毎
日
会
社
に
出
社
し
、
経

営
に
多
大
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。

フ
ァ
ナ
ッ
ク
の
広
報
に
相
談
す
る
と

「
手
紙
を
書
い
て
く
だ
さ
い
」と
言
わ
れ

ファナック本社屋上で稲葉清右衛門さん
（左）と筆者（中央）（2011年/筆者提供）

た
。「
広
報
ル
ー
ト
で
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
は
無
理
だ
が
、
手
紙
を

読
ん
で
気
が
向
け
ば
会
え
る
可

能
性
が
あ
る
か
も
」と
ア
ド
バ

イ
ス
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
何
と

か
お
目
に
か
か
り
た
い
と
い
う

思
い
を
込
め
て
手
紙
を
送
っ

た
。
す
る
と「
会
っ
て
も
い
い
」

と
い
う
返
事
が
、
稲
葉
さ
ん
の

直
筆
署
名
付
き
の
手
紙
で
届
い

た
。
さ
っ
そ
く
山
梨
県
忍
野
村
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事 務局から

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503–2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503–2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503–2724
⃝受　　付   ☎3503–2721

⃝会員事務   ☎3503–2727
⃝経　　理   ☎3503–2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503–2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：119社　⃝基本会員：682人　⃝個人会員：947人
⃝法人・個人賛助会員：55社・116人　⃝特別賛助会員：98人
⃝名誉・功労会員：13人　⃝学生会員：103人 計174社・1,959人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 青池　雄一　飯山　雅史　勝田　洋人 

鴨下ひろみ　菊池　正史　高橋　清子 
田中　成之　辻　　篤子　遠山　昭弘 
成田　浩二

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

今後の行事予定（11／2現在）

１９㊍
１３：００ ～ １４：３０　９階会見場

「皇室典範を考える」②
都倉武之 慶應義塾大学教授

２５㊌ １５：００ ～ １６：００　１０階ホール
ジョルジオ・アリベルティ 次期駐日欧州連合大使 会見

２6㊍
１３：３０ ～ １５：００　９階会見場

「皇室典範を考える」③
小宮京 青山学院大学教授

2027年度クラブ賞募集始まります
　今月、2０27年度日本記者クラブ賞の候補推薦
を募集する案内をプレスの基本会員と個人会員
全員にメールまたは郵送でお送りしています。
　今回から個人でも推薦しやすいように推薦方
法が新しくなります（詳細は２㌻参照）。従来の
応募締め切りは来年1月29日（金）ですが、新し
い方法での推薦理由提出の締め切りは来月、１2
月１４日（月）になります。ウェブサイトにも掲載
します。ご確認のうえふるって応募ください。

https://www.jnpc.or.jp/HP情報
●元首相・福田康夫さん会見記録あります
　１０月22日に死去した元首相の
福田康夫さんはクラブに４回登
壇しています。2０１7年８月、１8
年６月の会見動画をご覧いただ
けます。１7年８月の会見では国
交正常化４５周年を迎えた日中関係について語り
ました。「中国の立場を理解することと、時間
をかけることの大切さ」を強調しました。首相
として北海道洞爺湖サミットを前に０8年６月に
登壇した時の会見詳録（文字記録）も公開してい
ます。福田さんはクラブの特別会員でした。

　ふぐ会席コースをご用意します（1月４、５
日除く）。刺身、唐揚げ、鍋、雑炊などふぐづ
くしをお楽しみください。アイスクリームなど
水菓子がついてお一人9,9００円（税込み）です。
ご予約はお二人さまから承ります。必ず事前予
約（電話０３-３５０３-272３）をお願いいたします。

ふぐ会席をご用意します 11月30日～1月15日

　年末年始の会合にクラブの個室をご利用くだ
さい。お手頃な宴会プランをご用意します。生
ハムのシーザーサラダ、グリルチキン、白身魚
のフライなど９品をご提供します。お一人３,３００
円（税込み）です。５５０円の追加でアラスカ特製
野菜カレー（ライス付き）、１,６５０円の追加で２
時間のフリードリンクをお付けできます。別途、
部屋代がかかります。ご予約、お問い合わせは

（電話０３-３５０３-272４）まで。

忘年会、新年会はクラブで 12月1日～1月30日

　いま個人Ｄ会員としてご入会いただくと1年
間、会費が半額になります（東京、神奈川、千葉、
埼玉在住に限る）。また、個人Ｄ会員を新たにご
紹介くださった方にはクラブ施設で利用可能な
食事券・喫茶券あわせて５,０００円分を贈呈しま
す。詳細は事務局の杉本（電話０３-３５０３-2727、
sugimoto@jnpc.or.jp）まで。

個人D会員入会キャンペーン継続中です

　クラブへお越しの際は必ず受付で署名をお願い
します。待ち合わせで後からおいでになる方や伝
言などの連絡にも必要ですので、ご協力ください。

来室の際は受付で署名をお願いします

　2００9年１０月から日本記者クラブYouTubeチャ
ンネルでの会見動画の掲載がスタート。現在、
約2,9００本の会見動画を公開しています。今年
度上期（9.３０時点）でもっとも多く視聴されたの
は、赤根智子・国際刑事裁判所（ICC）所長（8.2６）
の7.４万回でした。２位はシリーズ「イスラエル・
米の対イラン攻撃　背景と影響」で登壇した高
橋和夫・放送大学名誉教授（7.３０）の５.8万回、
３位はシリーズ「高市現象と日本の政治」で登壇
した宇野重規・東京大学教授（５.2０）の４.４万回
でした。

会見動画 上期1位はICCの赤根さん

予約電話　和食 3503-2723　洋食 3503-2766・2731
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　霜月お献立（11/27まで）
　前菜：ふぐ皮煮こごり、ツブ貝ワサビ和え、
スモークサーモン奉書巻きなど　椀：かにしん
じょ エリンギなど　造り：旬魚３点盛り　焼き
物：甘鯛丹波焼き　煮物：アンコウ煮おろし、
マイタケ、ナスなど　食事：煮麺　甘味：フル
ーツサンド、ゴマ団子（５,５００円） （板長：内海圭史）

洋食　季節のおすすめコース（11/30まで）
　わかさぎのエスカベッシュ、ヴィシソワーズ、
和牛イチボのカットステーキ 和風わさびソース、
フルーツメルバ、コーヒーまたは紅茶、パンとバ
ター（４,４００円）。ランチ、ディナーともに９階レ
ストランでもご提供します。 （シェフ：佐藤和治）

No.681　2026.11.10　日本記者クラブ会報⃝16

会議報告／会員掲示 板

生
成
Ａ
Ｉ
を
食
生
活

で
活
用
し
て
い
る
。
き

っ
か
け
は
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
封
鎖
だ
。
耐
乏
生
活

を
予
想
し「
そ
の
間
の

食
生
活
に
少
し
で
も
潤

い
と
栄
養
を
」と
の
思
い
か
ら
だ
っ
た
。

と
は
い
え
過
去
の
単
身
赴
任
で

は
、
鍋
と
肉
野
菜
炒
め
し
か
作
っ
て

い
な
い
。
そ
こ
で
思
い
つ
い
た
の
が

Ａ
Ｉ
だ
。
気
の
進
ま
な
い
メ
ー
ル
返

信
の
下
案
作
り
な
ど
で
既
に
使
っ
て

い
た
。

最
初
の
質
問
は「
カ
ッ
プ
麺
に
何

を
足
せ
ば
栄
養
的
に
マ
シ
に
な
る

か
」。
今
思
え
ば
噴
飯
物
だ
が
Ａ
Ｉ

は
バ
カ
に
せ
ず
、
乾
燥
ワ
カ
メ
を
推

し
て
き
た
。
カ
ッ
プ
麺
以
外
に
何
が

あ
る
か
、
そ
の
理
由
は
何
か
な
ど
、

思
い
つ
く
ま
ま
に
更
問
い
し
、
マ
ル

チ
ビ
タ
ミ
ン
や
コ
ン
ビ
ー
フ
、
羊
羹

な
ど
も
勧
め
ら
れ
た
。

Ｉ
Ｔ
講
師
の
言
う「
Ａ
Ｉ
と
の
壁
打

ち
」と
は
こ
の
こ
と
か
と
納
得
し
た
。

ネ
ッ
ト
の
大
量
の
栄
養
情
報
を「
蒸

留
」し
た
回
答
は
ま
あ
信
用
で
き
る
だ

ろ
う
し
、
災
害
備
蓄
に
も
な
る
。
そ
う

考
え
て
買
い
そ
ろ
え
た
。

実
は
、
妻
は
調
理
師
免
許
を
持
っ
て

い
る
が「
個
人
の
備
蓄
に
は
限
界
が
あ

る
」と
そ
っ
け
な
か
っ
た
。「
何
を
」「
ど

こ
ま
で
」そ
ろ
え
る
か
を
追
い
求
め
る

壁
打
ち
は
、
Ａ
Ｉ
と
で
な
け
れ
ば
で
き

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

買
い
物
が
一
段
落
し
、
Ａ
Ｉ
を
減
量

に
も
活
用
し
始
め
た
。
過
去
に
も
成
功

し
た
糖
質
オ
フ
だ
。
妻
に
聞
け
ば

「
糖
質
も
取
り
ま
し
ょ
う
」の
一
言

で
終
わ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
Ａ
Ｉ
は
壁

打
ち
を
何
十
往
復
し
て
も
文
句
を
言

わ
な
い
。
大
い
に
役
立
っ
た
。

だ
が
そ
こ
に
は
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ

ル
が
待
ち
受
け
て
い
た
。
Ａ
Ｉ
は
質

問
し
た
こ
と
に
し
か
答
え
な
い
。
糖

質
オ
フ
あ
り
き
の
メ
ニ
ュ
ー
に
潜
む

脂
質
へ
の
警
告
は
薄
か
っ
た
。
あ
っ

た
気
も
す
る
が
当
時
の
自
分
は
軽
視

し
た
。
当
初
の
順
調
さ
は
数
カ
月
で

停
滞
に
変
わ
っ
た
。

「
問
い
」を
立
て
直
し
た
今
、
朝

食
で
茶
碗
１
杯
の
ご
飯
を
食
べ
、
タ

ン
パ
ク
質
は
め
か
ぶ
納
豆
や
サ
ラ
ダ
チ

キ
ン
で
取
っ
て
い
る
。
週
に
数
回
は
好

き
な
も
の
も
食
べ
る
。「
結
局
、
王
道

に
戻
っ
た
よ
」と
伝
え
た
私
に
、
妻
は

「
そ
」と
肩
を
す
く
め
た
。

毎
日
新
聞
社
編
集
局
次
長
　

�

田
中
　
成
之

言ったのに、を言わない

会報
委員から

　クラブ施設では会員による各種会合が行われていま
す。企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場所とし
てクラブを利用しています。
フォーリン・プレスセンター創立50周年記念
　公益財団法人フォーリン・プレスセンター
（FPCJ）が、創立50周年を記念し、国際ジャーナリ
スト会議「激変する世界とジャーナリズム―グロ
ーバルサウスと日本：国際秩序の再構築をどう捉
え報じるか」を開催した。欧米およびグローバル
サウスで活躍するジャーナリスト５人を招へいし、
日本のジャーナリスト３人とともに、戦後80年に
わたって構築されてきた国際秩序がなぜ揺らいで
いるのかについて討論した。（10. 1 　10階ホール）
　創立50周年記念レセプションも開催した。（10.29　
10階ホール）

情報発信■会議報告
●第477回会報委員会（10.₅　小会議室）
　11月号の編集などについて協議した。�12月号
で掲載している年末企画「私のおすすめ本」につ
いて、今年は「激動の世界を読み解く１冊」をテ
ーマに行うことを決めた。
出席　榊原委員長、田中、菊池、勝田、遠山、
鴨下、辻の各委員
●第576回企画委員会
� （10.13　10階ホール＆オンライン）
　新任の菅原薫委員（日本テレビ放送網報道局政
治部次長）があいさつしたあと、来年５月末の総
会記念講演会の講師、今後のゲスト候補などに
ついて議論した。
出席　藤井委員長、青池、行方、佐藤、澤田、
永山、橋本、五十嵐、奥村、乾、吉村、鈴木（博）、
半沢、小林、中村、早川、宮内、今井、出川、
山下、萩原、菅原、松山、鈴木（亨）、滝の各委員
●第590回会員資格委員会（10.14　小会議室）
　11月１日付入退会を審議、理事会に答申した。
出席　福島委員長、蔭西、清水、小川、水野、辻、
中本、松尾の各委員
●第253回施設運営委員会(書面）
　上半期の事業収益について報告した。年末年始
の閉室期間（12月29日～１月３日）を決定した。

ニュースパーク（日本新聞博物館）企画展

　企画展「1945�新聞裏面史」が12月20日（日）まで
開催中です。終戦前後は用紙の供給事情の悪化
により２㌻しかなかった新聞。１面（オモテ面）
の戦況や戦後処理に関するニュースではなく、
２面（裏面）に世相が反映されています。当時の
新聞がどのように情報を伝え、どのような制約
や裏側があったのかを紹介しています。
横浜市中区日本大通11�横浜情報文化センター
電話：045-661-2040
https://newspark.jp/
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事 務局から

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503–2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503–2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503–2724
⃝受　　付   ☎3503–2721

⃝会員事務 ☎3503–2727
⃝経　　理 ☎3503–2728
⃝クラブ行事への申し込み ☎3503–2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：119社　⃝基本会員：682人　⃝個人会員：947人
⃝法人・個人賛助会員：55社・116人　⃝特別賛助会員：98人
⃝名誉・功労会員：13人　⃝学生会員：103人 計174社・1,959人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 青池　雄一　飯山　雅史　勝田　洋人 

鴨下ひろみ　菊池　正史　高橋　清子 
田中　成之　辻　　篤子　遠山　昭弘 
成田　浩二

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

今後の行事予定（11／2現在）

１９㊍
１３：００ ～ １４：３０　９階会見場

「皇室典範を考える」②
都倉武之 慶應義塾大学教授

２５㊌ １５：００ ～ １６：００　１０階ホール
ジョルジオ・アリベルティ 次期駐日欧州連合大使 会見

２6㊍
１３：３０ ～ １５：００　９階会見場

「皇室典範を考える」③
小宮京 青山学院大学教授

2027年度クラブ賞募集始まります
　今月、2０27年度日本記者クラブ賞の候補推薦
を募集する案内をプレスの基本会員と個人会員
全員にメールまたは郵送でお送りしています。
　今回から個人でも推薦しやすいように推薦方
法が新しくなります（詳細は２㌻参照）。従来の
応募締め切りは来年1月29日（金）ですが、新し
い方法での推薦理由提出の締め切りは来月、１2
月１４日（月）になります。ウェブサイトにも掲載
します。ご確認のうえふるって応募ください。

https://www.jnpc.or.jp/HP情報
●元首相・福田康夫さん会見記録あります

１０月22日に死去した元首相の
福田康夫さんはクラブに４回登
壇しています。2０１7年８月、１8
年６月の会見動画をご覧いただ
けます。１7年８月の会見では国
交正常化４５周年を迎えた日中関係について語り
ました。「中国の立場を理解することと、時間
をかけることの大切さ」を強調しました。首相
として北海道洞爺湖サミットを前に０8年６月に
登壇した時の会見詳録（文字記録）も公開してい
ます。福田さんはクラブの特別会員でした。

ふぐ会席コースをご用意します（1月４、５
日除く）。刺身、唐揚げ、鍋、雑炊などふぐづ
くしをお楽しみください。アイスクリームなど
水菓子がついてお一人9,9００円（税込み）です。
ご予約はお二人さまから承ります。必ず事前予
約（電話０３-３５０３-272３）をお願いいたします。

ふぐ会席をご用意します 11月30日～1月15日

　年末年始の会合にクラブの個室をご利用くだ
さい。お手頃な宴会プランをご用意します。生
ハムのシーザーサラダ、グリルチキン、白身魚
のフライなど９品をご提供します。お一人３,３００
円（税込み）です。５５０円の追加でアラスカ特製
野菜カレー（ライス付き）、１,６５０円の追加で２
時間のフリードリンクをお付けできます。別途、
部屋代がかかります。ご予約、お問い合わせは

（電話０３-３５０３-272４）まで。

忘年会、新年会はクラブで 12月1日～1月30日

　いま個人Ｄ会員としてご入会いただくと1年
間、会費が半額になります（東京、神奈川、千葉、
埼玉在住に限る）。また、個人Ｄ会員を新たにご
紹介くださった方にはクラブ施設で利用可能な
食事券・喫茶券あわせて５,０００円分を贈呈しま
す。詳細は事務局の杉本（電話０３-３５０３-2727、
sugimoto@jnpc.or.jp）まで。

個人D会員入会キャンペーン継続中です

　クラブへお越しの際は必ず受付で署名をお願い
します。待ち合わせで後からおいでになる方や伝
言などの連絡にも必要ですので、ご協力ください。

来室の際は受付で署名をお願いします

　2００9年１０月から日本記者クラブYouTubeチャ
ンネルでの会見動画の掲載がスタート。現在、
約2,9００本の会見動画を公開しています。今年
度上期（9.３０時点）でもっとも多く視聴されたの
は、赤根智子・国際刑事裁判所（ICC）所長（8.2６）
の7.４万回でした。２位はシリーズ「イスラエル・
米の対イラン攻撃　背景と影響」で登壇した高
橋和夫・放送大学名誉教授（7.３０）の５.8万回、
３位はシリーズ「高市現象と日本の政治」で登壇
した宇野重規・東京大学教授（５.2０）の４.４万回
でした。

会見動画 上期1位はICCの赤根さん

予約電話　和食 3503-2723　洋食 3503-2766・2731
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　霜月お献立（11/27まで）
　前菜：ふぐ皮煮こごり、ツブ貝ワサビ和え、
スモークサーモン奉書巻きなど　椀：かにしん
じょ エリンギなど　造り：旬魚３点盛り　焼き
物：甘鯛丹波焼き　煮物：アンコウ煮おろし、
マイタケ、ナスなど　食事：煮麺　甘味：フル
ーツサンド、ゴマ団子（５,５００円） （板長：内海圭史）

洋食　季節のおすすめコース（11/30まで）
　わかさぎのエスカベッシュ、ヴィシソワーズ、
和牛イチボのカットステーキ 和風わさびソース、
フルーツメルバ、コーヒーまたは紅茶、パンとバ
ター（４,４００円）。ランチ、ディナーともに９階レ
ストランでもご提供します。 （シェフ：佐藤和治）

https://www.jnpc.or.jp/coming/conference_applicant
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34894/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34894/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34894/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/14832/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/14832/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/14832/report
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撮影：細
ほそ

島
じま

　啓
けい

輔
すけ

（共同通信社ビジュアル報道局写真部）

花博の公式マスコットキャラクター「トゥンクトゥンク」人形と「会話」する高市早苗首相＝９月１１日午前、首相官邸

写 真 回 廊

　「
今
日
の
私
は
ど
う
？
」

　「
す
て
き
だ
ね
。
お
花
み
た
い
に
か
わ
い
い
よ
」

　
絵
解
き
記
事
に
よ
れ
ば
、
写
真
の
両
者
は
こ
ん
な
や
り
取
り
を
交

わ
し
た
の
だ
そ
う
だ
。
首
相
に
対
す
る
忖そ

ん

度た
く

と
お
世
辞
が
横お

う

溢い
つ

す
る

官
邸
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
。
真
実
や
箴
言
は
封
印
し「
消
費
税
減
税

は
や
め
た
方
が
い
い
」な
ど
と
は
絶
対
に
言
わ
な
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て「
こ
の
世
で
一
番
美
し
い
の
は
誰
？
」と
尋
ね
る

王
妃
に
、「
そ
れ
は
白
雪
姫
」と
鏡
は
答
え
た
。
お
か
げ
で
姫
は
毒

リ
ン
ゴ
で
殺
さ
れ
か
け
る
。
た
だ
、
招
い
た
結
果
の
是
非
を
別
に
す

れ
ば
、
鏡
は
真
実
を
語
る
こ
と
で
物
語
の
舞
台
を
回
し
た
。

　
権
力
者
の
迷
走
は
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
欠
如
に
よ
る
こ
と
が
多

い
。
某
国
の
指
導
者
は
直
言
す
る
側
近
を
次
々
に
放
逐
し
周
囲
を
イ
エ

ス
マ
ン
で
固
め
た
。
一
人
で
森
羅
万
象
を
取
り
仕
切
れ
る
な
ら
問
題
は

な
い
が
、
力
を
振
り
回
す
だ
け
で
無
能
の
リ
ー
ダ
ー
は
百
害
あ
っ
て
一

利
な
し
。案
の
定
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
ま
ま
世
界
を
壊
し
て
い
る
。

　
日
本
は
ど
う
か
。
経
済
学
の
泰
斗
は
、
近
年
の
政
策
決
定
現
場
に

出
没
し
た
の
が「
数
多
く
の
小
さ
な
ボ
ナ
パ
ル
ト
た
ち
で
あ
っ
た
」

と
指
摘
す
る（
齊
藤
誠
、『
日
本
経
済
を
診
る
』）。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
３
世
と
し
て
君
臨
し
た
仏
の
独
裁
者
、
ル
イ
・
ボ
ナ

パ
ル
ト
ほ
ど
で
は
な
い
小
粒
の
政
策
策
定
者
と
そ
の
取
り
巻
き
た
ち

は
、「
実
態
的
な
効
果
な
ど
ま
っ
た
く
期
待
で
き
な
い
政
策
」を「
き

わ
め
て
有
効
な
政
策
と
錯
覚
す
る
共
同
幻
想
」と
し
て
人
々
の
内
面

に
定
着
さ
せ
た
と
い
う
。

　
的
を
射
た
考
察
だ
と
思
う
。
権
力
者
の
周
辺
を
浮
遊
す
る「
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」へ
の
疑
念
は
、
こ
の
夏
、
某
国
の
財
務
長
官
か
ら
も
提

起
さ
れ
た
。「
あ
な
た
に
言
わ
れ
た
く
な
い
」と
は
思
う
が
、
官
僚

を
排
除
す
る
と
言
わ
れ
る
日
本
の
首
相
に
必
要
な
の
は
、
茶
坊
主
で

な
く
白
雪
姫
の
鏡
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。

�

（
時
事
通
信
社
出
身
　
軽
部
　
謙
介
）

「
そ
れ
は
白
雪
姫
」




